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『mundi』（ムンディ）はラテン語で
“世界”。本誌は、開発途上国の
現状や、現場で活躍する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

mundi

南米のペルーではデジタル技術を活用
した森林保全が進む。JAXAの人工衛
星がとらえた森林の変化を、現地の活
動に生かそうとしている（写真上 ： 画像
提供JAXA）。

関 治之（せき・はるゆき）
一般社団法人コード・フォー・ジャパン代表理事。「テクノロジーで、地域をより住みやすく」をモッ
トーに、会社の枠を超えてさまざまなコミュニティで積極的に活動する。住民参加型のテクノロ
ジー活用「シビックテック」を日本で推進しているほか、オープンソースGISを使ったシステム開発
企業、合同企業のGeorepublic Japan CEOおよび、企業のオープンイノベーションを支援する
HackCampの代表取締役社長も務める。また、神戸市のチーフ・イノベーション・オフィサー（非常
勤）や東京都のフェローとして、自治体のスタートアップ支援政策やオープンデータ活用を推進
している。総務省 地域情報化アドバイザー、内閣官房オープンデータ伝道師なども務める。

A
izu ＊

2
に
関
わ
る
会
津
大
学
の
藤
井
靖
先
生
は
、
流
れ
が
先
で
構
造
が

後
に
な
る
こ
と
を
指
し
て
「
お
味
噌
汁
理
論
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

お
味
噌
汁
は
、
お
椀
の
中
の
熱
で
対
流
す
る
粒
子
が
構
造
を
作
り
ま

す
。
冷
え
た
お
味
噌
汁
は
分
離
し
て
し
ま
い
、
構
造
が
失
わ
れ
ま
す

（
学
問
で
は
「
散
逸
構
造
論
」
と
い
う
考
え
方
だ
そ
う
で
す
）。

　
I
T
シ
ス
テ
ム
の
販
売
企
業
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
考
え
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
先
に
作
り
、
そ
の
中
に
人
々
の
活
動
を
配
置
し

て
い
く
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
の
町
の
こ
と
を
深
く
考
え

た
り
、
手
を
動
か
し
て
も
の
を
作
っ
た
り
す
る
人
た
ち
を
増
や
す
こ

と
、
そ
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
D
I
Y
（Do It 

Yourself

）
し
て
い
く
機
会
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
思
い
を
込
め
て
、
今Code for Japan

で
は
、
自
ら
町
の
こ
と
を

考
え
手
を
動
か
し
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
く
、「
D
I
Y
都
市
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
I
T
と
い
う
の
は
、
ど
ん
ど
ん
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化＊

3
し
て
き
て
お
り
、

使
い
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
昔
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
町
づ
く
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

や
っ
て
き
た
よ
う
な
人
々
や
、
地
域
社
会
を
支
え
る
た
め
に
尽
力
し

て
き
た
方
々
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
と
と
も
に
、
手
を
動
か
し
な
が

ら
楽
し
く
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
活
動

の
先
に
、
画
一
的
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
に
最
適
化
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
な
都
市
や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
町
の

中
で
役
割
を
自
然
に
見
つ
け
、
主
体
的
に
活
動
し
て
い
る
よ
う
な
ス

マ
ー
ト
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
、
自
治
体
や
政
府
の
人
と
話
を
し
て
い
る
と
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
や
ら
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
や
ら
、
S
o
c
i
e
t
y 

5
・0
や
ら
と

い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
自
治
体
で
I
T
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
共
有
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
土
台
）
を
つ
く
り
、
都
市
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
市
民
の
Q
o
L＊

1
を
上
げ
る
、
と
い
う
の
が

お
も
な
目
的
の
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
実
際
の
計
画
に
つ
い
て
突
っ
込
ん
で
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
強
い
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
計
画
の
ほ

と
ん
ど
が
、
サ
ー
ビ
ス
開
発
と
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（
全
体
の
設
計
方

法
や
、
そ
の
思
想
）
の
話
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

そ
こ
に
一
番
必
要
な
、「
誰
が
や
る
の
か
?
」
を
無
視
し
た
担
い
手

不
在
の
議
論
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち

Code for Japan

は
「
と
も
に
考
え
、と
も
に
つ
く
る
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
、
I
T
を
使
っ
て
地
域
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
団
体
を
つ
な
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
地
の
活
動
を
見
て
い
て
も
っ
と
も
重
要
だ
と
思
う
の

は
、〝
主
体
的
に
町
に
関
わ
り
、
手
を
動
か
し
て
町
を
よ
く
し
て
い

く
人
た
ち
〞
で
す
。
立
派
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ

で
、
使
う
人
が
い
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅
に
な
り
ま
す
。

　
企
業
や
地
域
団
体
が
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
、
サ
ー
ビ
ス
を
つ

く
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
利
用
者
が
実
際
に
試
し
、
そ
れ

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
す
く
い
あ
げ
、
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ

れ
、
そ
ん
な
サ
イ
ク
ル
か
ら
生
ま
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に
共
感
を
持
っ
て

使
う
。
そ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
町
づ
く
り
に
参
加
す
る
人
た
ち
の

経
験
値
が
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
用
意
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
が
自
動
的
に
湧
い
て
出
て
く
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
営
み
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
流
れ
が

先
に
あ
り
、
そ
の
流
れ
を
う
ま
く
構
造
化
す
る
こ
と
で
強
化
し
て
い

く
、
そ
の
よ
う
な
順
番
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。Code for 
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＊
1 1UALITY OF ,IFE 

の
略
。生
活
の
質
。

＊
2 

地
域
の
)
4
企
業・団
体・行
政
の
有
志
や
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
ス
キ
ル
か
ら

地
域
を
よ
く
し
て
い
く
た
め
の
草
の
根
的
な
活
動
。

＊
3 

高
い
価
値
を
有
し
て
い
た
製
品
や
技
術
が
広
く一般
的
に
な
る
こ
と
。

Contents

＊掲載されている情報等は取材当時のものです。
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暮らしや働き方を変える
DX実現までのステップ

キーワード解説

デジタル技術の革新と多様な人々の想像力・創造力の融合で
社会課題を解決し、人間中心の社会 Society5.0 へ

　根本的には、連続的に変
化する物理量（たとえば、針が
連続的に回る時計や温度計）を
表すが、手に取れるものを意
味することもある。紙に刷られ
た新聞や書籍、レコードなど。

　情報のデジタル化。デー
タになることで、アクセスや
受け渡し、利用が容易にな
る。新聞の電子版や電子
書籍、写真や音楽のデータ
化など。

　デジタル化されたものを
使って新しいサービスを生
み出したり、利便性を高め
たりすること。定額制の音
楽配信サイトや、動画や写
真の共有アプリなど。

　データやデジタル技術を
使い、ビジネスモデルや暮ら
しそのものに変革を起こす
こと。電子マネーの普及や
車の自動運転化、遠隔医
療、遠隔教育など。

アナログ
Analog

人類誕生
紀元前
1万3,000年頃 18世紀末～ 20世紀後半～ 21世紀前半～

第3次産業革命
自動化・情報化
（コンピューター、
インターネット）

Society 1.0
狩猟社会

Society 2.0
農耕社会

Society 3.0
工業社会

Society 4.0
情報社会

Society 5.0
創造社会

デジタイゼーション
Digitization

デジタライゼーション
Digitalization

DX
（デジタル・

トランスフォーメーション）
Digital Transformation

出典 ： 日本経済団体連合会、JICA『Society 5.0 for SDGs 国際展開のためのデジタル共創』。

第2次産業革命
重化学工業

（電力、石油、モーター）

第1次産業革命
軽工業

（蒸気機関、紡績機）

第4次産業革命
デジタル革新
（AI、IoT、

ブロックチェーンなど）

　デジタル機器の進化、インター
ネットの高速化などで容易に収
集されるようになったデータを集
積した巨大で複雑なデータ。そ
の活用次第で新たな価値を生
み出すこともできる。

ビッグデータ
　Artificial Intelligence=
人工知能の略語。IoTで得ら
れたデータを分析し、最適な解
決策の提案などを行う。人間
と同じような思考回路、知能
で動作するプログラム。

AI
　Internet of Things=物のインターネッ
トの略語。農園の気象状況を計測するセン
サーなど、あらゆる物をセンサーやカメラなど
でインターネットにつないで情報のやり取り
を行うこと。離れた場所からのデータ収集や
遠隔操作、自動制御が可能になる。

IoT

● p.4～23の背景パターン ： jijomathaidesigners／shutterstock

%
9
で
多
様
に
な
る

課
題
解
決
の
カ
タ
チ

　
音
楽
を
聴
く
方
法
が
ア
ナ
ロ
グ
の
レ

コ
ー
ド
か
ら
C
D
へ
、
そ
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
配
信
サ
イ
ト
か

ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
購
入
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
、
さ
ら
に
5
0
0
0
万
曲
以

上
の
音
楽
が
い
つ
で
も
自
由
に
好
き
な

と
き
に
聴
け
る
よ
う
な
定
額
制
配
信

サ
ー
ビ
ス
、
個
人
の
好
み
に
合
わ
せ
た

選
曲
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
生
ま
れ
て
い
っ

た
よ
う
に
、
I
C
T
（Inform

ation 

and Com
m
unication Technology=

情
報
通
信
技
術
）
の
進
化
と
と
も
に
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
も
D
X
の
実
現
は

始
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
政
府
は
、
我
が
国
が
目
指
す
べ
き

未
来
社
会
の
姿
と
し
て
Soc
iety 

5・0
を
提
唱
し
て
い
る
。こ
れ
は
*
P
5

（
物
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や
"
*
（
人

工
知
能
）、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
先
端
技

術
を
産
業
や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
、

経
済
発
展
と
社
会
課
題
の
解
決
を
両
立

さ
せ
る
、
人
が
快
適
に
暮
ら
せ
て
活
躍

で
き
る
社
会
の
こ
と
を
指
す
。
た
と
え

ば
遠
隔
医
療
な
ど
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
て
医
療
費
を
抑
え
た
り
、
車
の
自
動

運
転
化
で
事
故
を
減
ら
し
、
流
通
の
効

率
化
を
実
現
す
る
社
会
だ
。
そ
れ
を
実

現
す
る
の
が
D
X
で
あ
り
、D
X
は
世
界

中
の
国
が
目
指
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
世
界
の
潮
流
に
沿
っ
て
、
途
上

国
か
ら
J
I
C
A
に
対
し
て
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
協
力
の
要
請
が
急

増
し
て
い
る
。
J
I
C
A
は
、
具
体

的
な
協
力
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め

に
昨
年
12
月
、
組
織
内
に
「
D
X
推

進
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
と
い
う
特
別

チ
ー
ム
を
設
け
、今
年
6
月
に「
S
T
I

（Science, T
echnology and 

Innovation=

科
学
・
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）・
D
X
室
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
間
に
起
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
D
X

へ
の
期
待
と
必
然
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。
I
o
T
や
A
I
な
ど

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
人
の
移
動
が
物

理
的
に
制
限
さ
れ
る
場
合
で
も
経
済

や
社
会
活
動
を
継
続
で
き
る

│
途

上
国
は
も
ち
ろ
ん
世
界
か
ら
の
眼
差
し

は
熱
い
。

蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
で

新
た
な
価
値
を
つ
く
り
出
す

　
J
I
C
A
が
持
つ
強
み
は
、
こ
れ

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
行
っ
て
き
た
事

業
の
現
場
で
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
持
つ

こ
と
だ
。
事
業
地
域
の
道
路
や
上
下
水

道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
、
人
々
の
健

康
や
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
農
業
な
ど

の
産
業
、
森
林
な
ど
自
然
環
境
の
保
全

状
況
な
ど
多
様
な
分
野
の
デ
ー
タ
を
集

約
し
、
そ
れ
ら
と
衛
星
や
通
信
・
イ
ン

フ
ラ
な
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
組
み
合

わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
が
D
X
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
デ
ー
タ
を
解
析
す
る

こ
と
で
健
康
面
や
産
業
の
状
況
、
自
然

保
全
状
況
な
ど
の
間
に
あ
る
相
関
関
係

DX（Digital Transformation=デジタル・トランスフォーメーションの略＊）とは
「デジタル化による変革（トランスフォーメーション）」を意味する概念だ。

デジタル技術の浸透やあらゆるデータの活用で人々の暮らしをよりよいものにし、
産業面ではこれまでにない新しいビジネスモデルの創出などを目指す。

DXは途上国に飛躍的な発展をもたらす可能性も持つ。
途上国がDXを実現できるように─JICAが取り組む協力を紹介する。

特集 DX

デジタルで
変革する社会

＊英語圏では一般的に接頭語transが“X”と略されるため、Digital TransformationはDXと略語表記される。
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地球規模の気候予測データから
マラリア（感染症）を防ぐ

南アフリカ

p.10で詳細を紹介

経団連×JICAのデジタル共創
日本企業のデジタル技術と途上国をつなぐ！

「デジタル開発原則」を基本方針に

DXの実現に向けて！
Topics

　日本経済団体連合会（経団連）とJICAは、日本の企業が
持つすぐれたデジタル技術とJICAが実施する国際協力のノウ
ハウや仕組みを組み合わせて、途上国で信頼されるデジタル
技術を提供することを目的として、メニューブック『Society 5.0 
for SDGs 国際展開のためのデジタル共創』を作成した。日
本語版と英語版があり、広く公開中。今後も途上国で革新的
なビジネスを創出するための協力を行っていく。

● メニューブックには以下のサイトの下段から
　アクセスできます。
https://www.jica.go.jp/activities/issues/
ict/digital_development.html

　経団連とのデジタル共創では、「Digital Impact Alliance
（DIAL）」が管理をする「デジタル開発原則」の趣旨を体現する
ことが基本方針。これは、①利用者とともに設計する、②既存
のエコシステムを理解する、③一定以上の規模のために設計
する――など九つの原則で構成されている。DIALは、すべて
の女性、男性、子どもたちが生活を豊かにするデジタルサービ
スの恩恵を受けられるよう、SDGs（持続可能な開発目標）達
成のためのデジタル包摂性を推進する組織だ。

● デジタル開発原則の詳細については以下のサイトに
（英語サイトです）。
https://digitalprinciples.org/principles/ 

国際開発援助機関による
デジタル分野の支援が広がる

　さまざまな国際的な開発援助機関が現在、デジタル技術を
活用した途上国への協力を展開している。一例を挙げれば、デ
ジタル技術が課題解決に貢献できるかを検証する世界銀行
テクノロジー・イノベーションラボは、同銀行の保健・栄養・人口
グローバルプラクティスと協業し、保健分野でブロックチェーン
技術を使いサービスの効率性を高める取り組みを実施。受診
したデータを病院独自のシステムで管理するのではなく、ブロッ
クチェーン上に残して各病院で共有する。これによって管理コ
ストも抑制できるという。

 「分散型台帳」と呼ばれるデジタ
ル技術。ネットワーク上の同じ台帳
を参加者全員で分散して持つイ
メージで、データを複数人数で管理
するため、第三者による改ざんを防
止できる。セキュリティ性が高く、誰で
も見ることができる透明性もある。

ブロックチェーン
　遠隔操作や自動制御で飛
ぶ航空機の総称。日本では航
空法などの規制が多く、趣味と
しての飛行や空撮に使われる
ことがほとんどだが、海外では
宅配用や農業など産業用に
使われるドローンも多い。

ドローン
 「かえる跳び」の意味で、途上国などで
起きる飛躍的な発展のこと。たとえば電
話回線が未整備で固定電話が普及し
ていない地域や、防犯面で銀行のATM
設置が進まなかった地域で、スマホの
普及により一気に電子マネーやオンラ
イン決済が広まるような事例を指す。

リープフロッグ

キーワード解説

農場のIoT化でデータを活用した
節水・省資源型の栽培管理へ

コロンビア

p.14で詳細を紹介

レーダー衛星で精度の高い
森林モニタリングを実現

ペルー

p.16で詳細を紹介

公共交通機関でのICカード導入で、
女性の社会進出も後押し

バングラデシュ

p.20で詳細を紹介

島嶼国の廃棄物管理を
改善するドローン測量

大洋州地域

p.18で詳細を紹介
IT技術を活用して
加入しやすい保険をつくる

ルワンダ

p.8で詳細を紹介

日本でICTを学び、遠隔医療
サービスなどを開発

p.13で詳細を紹介

● p.6からの「ビッグデータ」「人財」のアイコン ： RaulAlmu／shutterstock
● p.6からの「デジタル技術」のアイコン ： Ctrl-x／shutterstock

日本でスマート農業を研究し、
タイと日本の未来に貢献を

タイ

p.12で詳細を紹介

ビッグデータ

ビッグデータ

人財

デジタル技術

デジタル技術

人財

ビッグデータ

デジタル技術

ビッグデータ

デジタル技術

参考資料 ： 総務省「令和元年版 情報通信白書」

が
見
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
、

そ
れ
ら
を
一
体
的
に
改
善
す
る
方
法
が

見
え
て
く
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
J
I
C
A
は
数
多
く

の
現
場
で
、
I
C
T
や
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
、
衛
星
デ
ー
タ
、
ド
ロ
ー
ン

な
ど
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入

れ
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
マ
ラ
リ
ア
（
蚊
が
媒
介
す
る

感
染
症
の
一
種
）
の
流
行
を
数
か
月
前

に
予
測
で
き
る
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
な
が
っ
た
り
、
精
密
な
栽
培

管
理
や
新
世
代
型
の
品
種
開
発
に
よ
る

国
際
競
争
力
の
高
い
農
業
を
実
現
し
た

り
し
て
い
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
イ
ン
フ
ラ
や
規
制

な
ど
が
未
整
備
な
途
上
国
な
ら
で
は
、

先
進
国
が
経
験
し
て
き
た
段
階
を
踏
ま

ず
に
い
き
な
り
最
新
技
術
が
導
入
さ
れ

て
、
一
気
に
状
況
が
改
善
し
て
い
る
事

例
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
い
わ
ゆ

る
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
と
呼
ば
れ
る
変
化

で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
で

2
0
1
6
年
に
始
ま
っ
た
、
ド
ロ
ー

ン
で
輸
血
用
血
液
や
医
薬
品
を
届
け
る

Z
i
p
l
i
n
e
社
の
サ
ー
ビ
ス
も

そ
の
一
つ
だ
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
を

知
る
J
I
C
A
が
そ
の
国
で
求
め
ら

れ
る
D
X
を
支
援
し
、
そ
の
国
際
協
力

の
成
果
が
日
本
へ
〝
逆
輸
入
〞
さ
れ
る

こ
と
も
出
て
く
る
は
ず
だ
。

　
途
上
国
で
先
に
実
現
す
る
D
X
も
あ

る
。
先
進
国
か
ら
途
上
国
へ
と
い
う
一

方
通
行
の
協
力
で
は
な
く
、
双
方
向
で

そ
の
成
果
を
享
受
し
合
う
時
代
が
す
ぐ

そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。

ビッグデータ×デジタル技術×人財で
進めるDX時代の国際協力

JICAが国際協力で進めるDXはデータとテクノロジーの活用、
そして、DXを使いこなし、生み出せる人材の育成。その取り組みの一部を紹介します！

DX
デジタルで変革する社会

特集
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民
間
保
険
サ
ー
ビ
ス
へ
の

需
要
の
高
ま
り

　
経
済
発
展
を
続
け
る
赤
道
直
下
の
ア

フ
リ
カ
の
国
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
国
に
よ

る
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
は
9
割
近
い

人
々
に
行
き
届
い
て
い
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
十
分
な
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
一
方
、
補
完
的
な
役

割
を
果
た
す
民
間
の
保
険
サ
ー
ビ
ス
は

保
険
料
が
高
額
で
、加
入
者
は
多
く
な
い
。

　
手
頃
な
保
険
料
で
使
い
や
す
い
医
療

保
険
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
、
医
療
が
よ

り
人
々
に
近
く
な
る

│
そ
ん
な
未
来

の
社
会
像
を
描
い
て
楽
天
は
J
I
C
A

の
中
小
企
業
・
S
D
G
s 

ビ
ジ
ネ
ス

支
援
事
業
に
応
募
し
採
択
さ
れ
た
。

 

複
数
の
*
5
技
術
と

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る

「
楽
天
グ
ル
ー
プ
で
は
、
自
社
が
持
つ

サ
ー
ビ
ス
や
I
T
関
連
技
術
を
世
界

の
多
様
な
課
題
解
決
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
か
を
常
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
実
現
し
た
の
が
、
ル

ワ
ン
ダ
で
の
J
I
C
A
の
事
業
で
す
」

と
語
る
の
は
楽
天
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
中

翔
大
郎
さ
ん
だ
。「
新
興
国
で
は
、
保

険
制
度
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
人
々
が

医
療
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
ル
ワ

ン
ダ
で
は
政
府
が
I
T
化
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

弊
社
が
貢
献
で
き
る
部
分
が
大
き
い
と

思
い
ま
し
た
」。

　
同
国
で
は
、
国
と
民
間
保
険
の
保
険

料
に
は
10
倍
以
上
の
差
が
あ
る
た
め
、

手
頃
な
価
格
の
保
険
を
必
要
と
し
て
い

る
人
は
多
い
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、

同
じ
属
性
を
持
つ
人
同
士
（
た
と
え
ば

が
ん
に
備
え
た
い
人
）
で
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
、
比
較
的
安
価
な
定
額
の
保
険

料
で
医
療
費
の
一
部
が
支
払
わ
れ
る

P
2
P
マ
イ
ク
ロ
保
険
の
導
入
だ
。

　
さ
ら
に
保
険
に
関
す
る
情
報
の
管
理

は
、
同
一
の
情
報
を
分
散
し
て
管
理
・

共
有
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の

活
用
を
想
定
。
情
報
が
安
全
に
運
用
・

共
有
で
き
る
と
と
も
に
、
多
様
な
保
険

業
務
の
効
率
化
、
コ
ス
ト
抑
制
が
で
き

る
。
ま
た
同
社
の
技
術
を
生
か
し
、
自

宅
近
く
に
医
療
機
関
が
な
く
て
も
受
診

や
診
断
を
行
え
る
A
I
診
断
や
モ
バ

イ
ル
診
療
を
保
険
と
連
係
さ
せ
る
構
想

だ
。「
利
用
者
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
医
療
も
保

険
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
る
社
会
を
考

え
ま
し
た
」。

現
地
と
の
連
携
を
重
視

　
そ
う
し
た
モ
デ
ル
を
描
き
、
山
中
さ

ん
た
ち
は
2
0
1
9
年
に
ル
ワ
ン
ダ

で
の
調
査
を
実
施
し
た
。
現
地
政
府
や

関
連
機
関
、民
間
企
業
、地
方
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
保
健
所
な
ど
で
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
、
世
帯
収
入
ご
と
に
保
険
の

需
要
や
事
業
の
可
能
性
、
パ
ー
ト
ナ
ー

候
補
と
な
る
企
業
な
ど
を
調
べ
た
。「
ル

ワ
ン
ダ
は
国
の
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
希
望

す
る
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
人
も
い
る

こ
と
が
あ
ら
た
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

約
9
0
0
万
人
と
想
定
さ
れ
る
中
間

層
が
、
特
に
保
険
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
山
中
さ
ん
。

　
現
地
で
A
I
診
断
を
事
業
化
し
て

い
る
企
業
は
な
か
っ
た
が
、
モ
バ
イ
ル

診
療
は
す
で
に
電
話
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
て
、
事
業
に
組
み
込
め
ば
地
方
部
に

住
む
人
た
ち
が
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
機
会
を
増
や
せ
る
と
考
え
た
。

「
保
険
、
医
療
、
送
金
な
ど
を
一
元
的

に
管
理
す
る
こ
と
で
利
便
性
も
上
が
り

ま
す
し
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
格
段

に
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
山

中
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
将
来
的
な
需

要
や
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
今

後
の
展
開
に
向
け
て
時
期
や
方
法
な
ど

さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
に
医
療
費
な
ど
の
支
払

い
が
で
き
な
い
、
支
払
い
の
た
め
に
家

や
畑
な
ど
を
売
っ
て
し
ま
い
生
活
が
成

り
立
た
な
く
な
る
、
仕
事
を
失
い
家
族

の
生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る

│
こ

う
し
た
状
況
に
置
か
れ
て
し
ま
う
人
は

多
数
存
在
し
て
い
る
。「
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
構
想
し
た
保
険
と
医
療
を

連
係
さ
せ
る
仕
組
み
は
、
ル
ワ
ン
ダ
以

外
の
国
で
も
実
施
で
き
る
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
に
ル
ワ
ン

ダ
の
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
便

利
で
安
心
で
き
る
生
活
の
た
め
に

I
T
技
術
を
ど
う
活
用
で
き
る
の
か

を
探
っ
て
い
き
ま
す
」。

携帯電話・スマホ パソコン タブレット

保険・医療連係の仕組み

P2Pマイクロ保険 モバイル診療
（AI診断） 病院

加入申請

診断データ 診療費（保険料）

保険料 受診 診療

保険・医療データ
ブロックチェーン技術、モバイルバンキングによる業務の自動化、不正の防止、データ保護の強化

マイクロ保険サービス提供企業 （ 楽天の現地法人または現地企業と組む ）

P2Pマイクロ保険の加入者は、モバイル診療や病院受診でその費用の一部が保険から直接医療機関に支払われる。診断データは、
顧客データとしてサービス提供企業が一括して管理し、保険の審査などにも活用される。お金のやり取りはモバイルバンキングを利用する。

安心で
効率的な
一括管理 !

簡単
アクセス

＊ ファイナンス（Finance）とテクノロジー（Technology）を組み合わせた造語。ICTを駆使した革新的な金融商品やサービスのこと。

加入者

楽天ヨーロッパ
アフリカ担当シニアマネージャー
山中 翔大郎
（やまなか・しょうたろう）さん
「ルワンダでは日本よりもIT技術が
生活の中に浸透している分野もあ
ります。弊社の技術とうまくつなげ
ていきたいと思います」

低コスト

現地でニーズを調査

Republic of Rwanda

ルワンダ

　1994年の大虐殺を乗り越え、その後国
民融和・和解が進み、政治的には安定し
ている。2010年以降、年平均7%を超える
実質経済成長率を維持し、17年からは年
平均9.1%の経済成長を目標に掲げてい
る。

国名  ：ルワンダ共和国
通貨 ： ルワンダ・フラン
人口 ：1,230万人

（2018年、世界銀行）
公用語 ：ルワンダ語、英語、フランス語、

スワヒリ語

首都:キガリ

市民に

個人事業の方に

農家に

企業関係者に

医療関係者に
「保険料が安くて適用範囲が広いものがあればうれしい」と
ヘアサロンの理容師。

医療の現状を知るた
めに、保健所に赴く。

地方のコミュニティでも聞
き取り調査を実施した。

農場でも調査を実施。
アフリカ最大のICT（情報通信技術）の
イベント、「トランスフォームアフリカサ
ミット（TAS）」の機会を生かして、政府や
民間企業などにヒアリングを行った。

安心して医療が受けられる
未来に向けて

案件名 ブロックチェーン技術とAI診断・モバイル診療サービスを活用した
P2Pマイクロ保険事業案件化調査
2019年4月～2020年6月

ITの技術を活用し、eコマース（電子商取引）をはじめ、
フィンテック＊、デジタルコンテンツ、通信など多岐にわたる分野で

サービスを展開している楽天が、
アフリカ・ルワンダで自社の技術を生かした取り組みを行っている。

ビッグデータ

DX
デジタルで変革する社会

特集
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地
球
規
模
の
気
候
予
測
で

マ
ラ
リ
ア
の
流
行
を
察
知

　
マ
ラ
リ
ア
は
エ
イ
ズ
、
結
核
と
並
ぶ

世
界
の
三
大
感
染
症
の
一
つ
で
、
蚊
が

媒
介
し
て
高
熱
を
引
き
起
こ
し
、
悪
性

の
場
合
は
脳
マ
ラ
リ
ア
な
ど
で
死
亡
に

至
る
。
感
染
者
の
約
95
パ
ー
セ
ン
ト
は

ア
フ
リ
カ
に
集
中
。
媒
介
蚊
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
（
繁
殖
率
、
活
動
な
ど
）
に

は
生
息
地
の
環
境
が
大
き
く
作
用
す
る
。

そ
の
環
境
、
つ
ま
り
降
雨
量
や
気
温
を

予
測
し
、
流
行
の
時
期
や
地
域
を
早
期

に
察
知
で
き
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
は
な
い

も
の
の
、
防
蚊
や
予
防
薬
の
服
用
な
ど

事
前
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
流
行
に
降
雨
量
や
気
温
が
関
係
す
る

こ
と
は
経
験
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
長
年
ア
フ
リ
カ
で
マ
ラ

リ
ア
を
研
究
し
て
き
た
長
崎
大
学
教
授

の
皆
川
昇
さ
ん
だ
。
た
だ
、
研
究
レ
ベ

ル
で
は
い
く
つ
か
の
流
行
予
測
モ
デ
ル

は
あ
る
も
の
の
、
数
か
月
先
の
予
測
ま

で
は
難
し
か
っ
た
。
ま
た
、
地
球
規
模

の
気
候
変
動
の
影
響
で
、
降
雨
量
や
降

雨
時
季
の
予
測
も
年
々
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
日
本
の
海
洋

研
究
開
発
機
構
（
J
A
M
S
T
E
C＊2
）

で
は
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

「
地
球
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
を
使
い
、
数

か
月
以
上
先
の
気
候
予
測
を
行
う
た

め
の
「
S
I
N
T
E
X-

F 

季
節
予
測

シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
て
い
た
。

　
双
方
の
知
識
と
技
術
を
活
用
し
、
南

ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
や
研

究
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
数
か
月
先
の

マ
ラ
リ
ア
流
行
地
域
を
予
測
す
る

│

そ
ん
な
S
A
T
R
E
P
S ＊3
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、雨
季
（
9
月
か
ら
翌
年
5
月
）

に
マ
ラ
リ
ア
が
発
生
す
る
南
ア
フ
リ

カ
北
部
の
リ
ン
ポ
ポ
州
で
行
わ
れ
た
。

効
果
が
あ
っ
た
事
前
の
対
策

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
州
内
の

病
院
で
保
管
さ
れ
て
い
た
過
去
20
年

ほ
ど
の
患
者
の
カ
ル
テ
を
デ
ー
タ
化

し
た
。
並
行
し
て
J
A
M
S
T
E
C
は

S
I
N
T
E
X-

F
を
活
用
し
、
南
部

ア
フ
リ
カ
地
域
に
特
化
し
た
気
候
予
測

シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
両
者
を
組
み
合
わ

せ
、
さ
ら
に
最
新
の
機
械
学
習
手
法
を

用
い
て
予
測
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

　
そ
こ
で
わ
か
っ
て
き
た
の
は
、
雨
季

の
前
半
と
中
盤
で
影
響
す
る
気
候
要
因

が
異
な
る
こ
と
だ
っ
た
。「
海
水
温
の

変
動
が
引
き
起
こ
す
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象＊

4

が
発
生
す
る
と
、
雨
季
前
半
に
同
州
で

降
雨
量
が
多
く
な
り
、
雨
季
中
盤
に
同

じ
く
海
水
温
の
変
動
で
起
き
る
イ
ン
ド

洋
亜
熱
帯
ダ
イ
ポ
ー
ル
現
象＊

5
が
発
生
す

る
と
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
南
部
と
同
州
北

部
で
降
水
量
が
増
え
る
。
前
半
と
中

盤
で
マ
ラ
リ
ア
流
行
の
地
域
が
異
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
」
と
、

J
A
M
S
T
E
C
の
ス
ワ
デ
ィ
ヒ
ン
・
ベ
ヘ

ラ
さ
ん
と
野
中
正
見
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
の
2
0
1
6

年
、
南
ア
フ
リ
カ
で
数
年
ぶ
り
に
マ
ラ

リ
ア
が
流
行
し
て
約
8
0
0
0
人
が

感
染
し
、
検
査
キ
ッ
ト
や
薬
が
足
り
な

R
ep

ublic of South Africa

南アフリカ

　1994年にアパルトヘイト（人種隔離）政
策が廃止されて民主化された。鉱物資源
に恵まれ、国際物流の拠点港もあるアフ
リカ屈指の大国だが、経済格差や若者の
高い失業率が社会問題にもなっている。

国名  ：南アフリカ共和国
通貨 ： ランド
人口 ：5,778万人

（2018年、世界銀行）
公用語 ：英語、アフリカーンス語、バン

ツー諸語（ズールー語、ソト語）
など11言語

首都:プレトリア

ツザネネーン・マラリア研究所で学生を指導するJAMSTEC特任
研究員（当時）の池田隆美さん（右）。

上 ： 南アフリカ科学フォーラムで、プロジェクトの成果を発表。
右 ： モザンビークで防蚊効果の高い蚊帳を確認する妊婦。
アフリカではマラリア予防に蚊帳が多く使用されている。

マラリア媒介
蚊の駆 除ト
レーニングを
行うJAMSTEC
研究員の森
岡優志さん。

JAMSTECのスーパーコンピューター
「地球シミュレータ」。

＊1 出典 ： World malaria report 2019（WHO）　＊2 Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology
＊3 地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development）

殺虫剤の散布 マラリア検査キット、
薬の事前準備

数か月先の流行を予測

警
戒

対
策

マラリア流行予測モデル
過去に発生したマラリア患者の人数、地域と、
気温、降水量などの気候データを統計学や数式
を使って予測する。

SINTEX-F 季節予測システム
現在の観測値から数か月先の気候を計算する。
膨大なデータの処理にスーパーコンピューター
を利用し、毎月2年先の気候を計算している。

世界中の海水温度（海面、海中）など
DATA

マラリア流行の早期警戒システムの仕組み

気温・降水量 など

DATA

JAMSTEC  付加価値情報創生部門
アプリケーションラボ 
スワディヒン・ベヘラさん（左）
野中正見（のなか・まさみ）さん
「プロジェクトで試験的に行った予測はうまくい
きました。今後もデータを更新しながら、予測の
精度を上げていきます」

マラリアの
流行予測を発表

予測には正確な
データが必要です

＊4 熱帯太平洋の東部で海水温が平年より低くなり、西部で水温が高くなる気候変動現象。
＊5 南インド洋の南西部で海水温が高く、北東部で低くなる現象。南部アフリカの洪水や干ばつに大きな影響を及ぼすことがわかっている。

複数の予測モデルを使い、毎月、向こう4か月
間の最適な流行予測（赤線）を出している。

精度と他の地域への
応用性が高いモデルを

開発します！
長崎大学留学中

マイケル・テロン・ピレイさん
専門は、気象と気候のモデリング。

マラリア流行の
早期警戒システム

く
な
っ
た
。「
予
測
が
あ
る
な
ら
活
用
し

た
い
」
と
い
う
同
国
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
17
年
12
月
に
流
行
の
予
測
を
発
表
。

州
で
は
媒
介
蚊
へ
の
殺
虫
剤
散
布
や
、

医
薬
品
の
備
蓄
な
ど
を
行
っ
た
。「
前

年
よ
り
も
死
亡
率
は
低
く
な
り
ま
し
た
。

隣
国
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
や
ジ
ン
バ
ブ
エ

で
は
大
流
行
し
て
い
た
の
で
、
予
測
が

う
ま
く
活
用
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
」
と
皆
川
さ
ん
は
語
る
。

プ
ロ
ジェク
ト
後
も
続
く
連
携

　
こ
の
成
果
を
受
け
て
、
南
ア
フ
リ
カ

で
は
気
候
予
測
を
活
用
し
た
感
染
症
予

報
局
の
設
置
を
決
め
た
。
現
在
、
皆
川

さ
ん
の
も
と
で
マ
ラ
リ
ア
の
流
行
モ
デ

ル
作
成
を
学
ん
で
い
る
南
ア
フ
リ
カ
か

ら
の
留
学
生
は
、
そ
の
専
従
ス
タ
ッ
フ

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
ラ
リ
ア
の
流
行
予
測
を
行
う
に
は
、

毎
年
の
患
者
デ
ー
タ
と
気
象
デ
ー
タ
を

更
新
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。「
南
ア

フ
リ
カ
に
は
気
候
予
測
に
用
い
る
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
な
い
た
め
、
今

後
も
J
A
M
S
T
E
C
か
ら
予
測

デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」
と
ベ

ヘ
ラ
さ
ん
は
連
携
が
続
く
こ
と
を
語
る
。

「
今
回
開
発
し
た
予
測
モ
デ
ル
は
、
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
や
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ケ
ニ
ア

な
ど
ほ
か
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
も
活

用
し
た
い
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
」

と
広
が
り
を
語
る
皆
川
さ
ん
。
マ
ラ
リ

ア
の
流
行
が
数
か
月
前
に
予
測
さ
れ
、
事

前
に
対
応
し
、
感
染
者
と
死
亡
者
数
を

減
ら
す

│
そ
ん
な
未
来
が
見
え
て
く
る
。

JAMSTEC
（海洋研究
 開発機構）

長崎大学

長崎大学熱帯医学研究所 教授
皆川 昇（みなかわ・のぼる）さん
「アフリカの人たちにとってマラリ
アは脅威ですし、多くの人が亡く
なっています。そうした状況の改善
につなげたいですね」

年間約2億2,800万人が世界で感染し、約40万5,000人が死亡している＊1マラリア。
年や季節で変わる流行の波を予測できれば、感染の拡大を防ぐことができる。

高度な気候予測に基づく流行予測システムの実用化に向けた動きが、南アフリカで始まっている。

マラリアの流行予測で
感染拡大を防ぐ

案件名 南部アフリカにおける気候予測モデルをもとにした
感染症流行の早期警戒システムの構築プロジェクト
2014年5月～2019年5月

ビッグデータ

DX
デジタルで変革する社会

特集
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首都:
バンコク

Thailand 

タイナッタカーン・キッポさん イノベーティブ・
アジアとは

　アジアの途上国の対象12
か国におけるトップレベル大学
（「パートナー校」として指定）
出身の若手人材を対象に、日本
の理系分野の大学院への留学
や、日本企業等でのインターン
シップの機会を提供するプログラ
ム。日本とアジア双方のイノベー
ションに貢献するとともに、母国
の産業発展に貢献できる人材の
育成を目的とする。2017年の開
始から5年間で約1,000人の受
け入れを目標としている。

ABEイニシアティブとは
　アフリカの若者を日本に招き、日本の大学院での修士号取得と、日本
企業でのインターンシップの機会を提供するプログラム。アフリカの産
業人材育成と、日本企業のアフリカビジネスを現地でサポートする水先
案内人の育成を目的としている。2014年の開始から5年間で、54か国
1,200人以上のアフリカの若者が来日した。 

ムガルラ・アミリさん

ソフトウェア開発を通じ、
若者の仕事をつくりたい

革新的な技術で
少子高齢化時代の
農業に貢献

上 ： インターンシップ時、雷によ
る電気・電子機器の故障を防ぐ
装置を組み立てた。
下 ： 音羽電機工業の社員らとル
ワンダの大学で雷検知器を設
置するアミリさん。同社の現地
展開をサポートする。

左 ： 神戸情報大学院大学では自律型ロボットの
研究を行い、情報システムの修士号を取得した。
右 ： 日本に滞在中、日本企業などに向けてルワン
ダのビジネス環境について発表することもあった。

右  ： アメリカの国際会議
（2019年開催）で研究成果
を発表し、４位に入賞した。
左 ： トマトの収穫期予測のた
め生育状況をカメラで撮影。

日本での就業体験を
きっかけに、ビジネスの
パートナーに！

左 ： 芝浦工業大学の海外研修に助手として参加
し、70人以上の学生をサポート。
右 ： ２年間を過ごした大学の研究室。研究に励み
ながら、日本の生活や文化も積極的に吸収した。
下 ： イノベーティブ・アジアの研修生としてキャリア
セミナーに参加。他の参加者とも交流を図った。

日本での研究や経験を
さらに積んで、豊かな
社会を目指します！

首都:キガリ Rwanda

ルワンダ
JICAの人材育成事業を通じて、日本で研究・就業体験を得た途上国出身の留学生たち。
母国と日本をつなぐ人材として活躍が期待される彼らに、活動内容と今後の目標を聞いた。

デジタル技術を学び、社会に貢献
文●久保田 真理

人財

人財

DX
デジタルで変革する社会

特集

　IoT（物のインターネット）やAI（人工知能）につい
て学べることが魅力的で、イノベーティブ・アジアに
志願しました。以前はタイのモンクット王工科大学で、
教育支援のウェブサイト開発に携わっていました。
　2017年に芝浦工業大学に留学。タイでも日本と
同様に少子高齢化が進み、農業人口の減少や農
業従事者の高齢化が今後問題になると考え、スマー
ト農業について研究しました。これまで最適な収穫期
を知るには経験や勘に頼ることが多く、収穫期を逃し
て収益を損失することがあったため、IoT技術の活用
でこの問題を解決することを検討。具体的には、トマ
トの収穫期を自動的に、かつリアルタイムで把握でき

る技術を研究しました。
　卒業後は、茨城県にある国立研究開発法人 農
業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）にて
インターンシップ＊を経験し、研究を深めました。農作
物の写真をカメラで自動的に撮影できるプログラム
を独自に開発し、研究の成果を同僚と一緒に論文に
まとめました。現在は、日本の先端技術をさらに学ぶ
ため、日本企業への就職を目指しています。
　ITエンジニアとして、多様な産業で革新的かつ効
果的な技術を創造・開発し、社会課題を解決する社
会を実現させたい、そしてタイと日本双方に貢献する
ビジネスで活躍したいです。

＊就業体験。

　フォルマ・キガリ科学技術大学（現ルワンダ大学）
でコンピューター工学を勉強中に友人とICT（情報
通信技術）企業「データ・エキ」を設立。ソフトウェ
ア開発チームを率い、教育、公共事業、農業などの
分野でITによる課題解決に取り組んできました。
　ABEイニシアティブに応募したのは、JICAの短期研
修で日本を訪れたのがきっかけです。日本でICTを学
ぶことで、ルワンダの成長にもっと貢献できると思い
ました。そして、神戸情報大学院大学に留学して、
IoT、データから有益な価値を引き出すデータサイエン
ス、プログラミングなどを学び、情報システムの修士
号を取得しました。兵庫県の音羽電機工業でのイン
ターンシップで日本のビジネスを学び、また、雷検知
器の開発チームでデータ分析システムを構築する機
会にも恵まれました。日本での学びに、心から感謝し
ています。
　帰国後はデータ・エキに復職。ルワンダの医療分
野で、遠隔地の患者を医師が診断するサービスを開
発するほか、観光、教育、防災の分野でも課題解決
につながる技術を生み出しています。音羽電機工業
はJICAの中小企業海外展開支援事業（現：中小企
業・SDGsビジネス支援事業）を活用して雷被害対
策技術や製品をルワンダで展開することになり、私
は同社の現地技術チームとしてサポートや、アフリカ
の状況に即した技術・製品開発にも携わっています。
将来はより多くの若者に仕事の機会を提供できるよ
うになることが目標です。

13 September 2020



R

epublic of Colom
bia

コロンビア

　50年以上にわたる紛争が鎮静化して
治安改善や経済成長の兆しが見えるが、
貧富の格差が大きく地域開発は大きな
課題。農業は帰還した兵士たちの雇用
の重要な受け皿としても期待されている。

国名  ：コロンビア共和国
通貨 ： ペソ
人口 ：4,965万人（2018年、世界銀行）
公用語 ：スペイン語

首都：ボゴタ

　
農
業
で
は
、
従
事
者
の
能
力
が
生
産

性
や
品
質
に
大
き
く
影
響
す
る
。
経
験

を
積
ん
だ
一
流
の
農
業
従
事
者
は
、
そ

の
日
の
気
候
や
土
の
状
態
、
作
物
の
様

子
な
ど
か
ら
最
適
な
世
話
の
仕
方
が
分

か
る
と
い
う
が
、
新
規
就
農
者
が
同
じ

こ
と
を
す
る
の
は
難
し
く
、
そ
の
習
得

に
は
長
い
年
月
を
要
す
る
。
栽
培
技
術

の
一
般
化
や
継
承
は
農
業
が
抱
え
る
課

題
の
一
つ
だ
。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
提
供
の
「e-kakashi

（
イ
ー
カ
カ
シ
）」
は
、
環
境
デ
ー
タ＊
1
と

栽
培
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
栽
培
を

〝
見
え
る
化
〞。
植
物
科
学
の
知
見
を
積

ん
だ
A
I
（
人
工
知
能
）
が
科
学
的

に
分
析
し
、
そ
の
時
々
に
す
べ
き
こ
と

を
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
る
農
業

I
o
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン＊

2

だ
。
気
温

や
日
射
量
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
な
ど
日
々
変
化
す
る
デ
ー
タ
の
蓄
積

か
ら
、
最
適
な
収
穫
時
期
や
品
種
、
生

育
状
況
に
合
わ
せ
た
管
理
の
や
り
方
な

ど
を
定
期
的
に
計
算
し
、
さ
ら
に
病
害

虫
発
生
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る
際
に
は
、

注
意
喚
起
も
し
て
く
れ
る
。

効
果
的
な
農
法
を
開
発

　
近
年
、
こ
う
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
が
進
ん
で
い
る
。
日
本
国
内
で
は

複
数
の
メ
ー
カ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
、
1
0
0
0
近
く
も
の
ほ
場
（
農

作
物
を
育
て
る
場
所
）
で
セ
ン
サ
ー
が

運
用
さ
れ
て
い
る
。
J
I
C
A
で
も
、

衛
星
技
術
や
ド
ロ
ー
ン
、
ロ
ボ
ッ
ト
農

機
な
ど
の
導
入
支
援
を
扱
う
案
件
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
2
0
1
4

年
に
J
I
C
A
が
開
始
し
た
コ
ロ
ン

ビ
ア
で
の
科
学
技
術
協
力
で
は

e-kakashi

が
導
入
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
標
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
水
田

事
情
に
即
し
た
節
水
・
省
資
源
型
の
稲

作
シ
ス
テ
ム
の
確
立
だ
。
現
地
で
調
整

や
研
究
を
行
っ
た
専
門
家
の
小
川
諭
志＊

3

さ
ん
は
、
事
業
の
全
体
像
を
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

「
稲
作
に
お
け
る
肥
料
の
削
減
と
節
水

は
、
世
界
的
な
人
口
の
増
加
に
よ
る
需

要
の
増
大
や
水
資
源
の
有
限
性
か
ら
、

地
球
規
模
で
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
、
適
切
な
栽
培

管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
水
や
肥

料
の
利
用
効
率
が
低
く
、
生
産
コ
ス
ト

が
他
国
と
比
べ
て
も
高
い
割
に
農
産
物

の
品
質
は
悪
い
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
や
現
地
の
農

業
組
合
は
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
高
品
質

な
米
の
効
率
的
な
生
産
を
目
指
し
て
い

た
の
で
、
技
術
革
新
は
不
可
欠
で
し
た
。

　
事
業
で
は
、
①
少
な
い
水
や
肥
料
で

栽
培
で
き
る
イ
ネ
の
開
発
、
②
効
率
的

な
肥
料
の
施
し
方
や
量
の
検
証
、
③
効

率
的
な
灌
漑
技
術
の
導
入
、
④
栽
培
技

術
の
継
承
と
社
会
実
装
と
い
う
四
つ
の

分
野
か
ら
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
高
い
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
」
と
小
川
さ
ん
。

　
I
o
T
技
術
の
活
用
は
と
り
わ
け

④
栽
培
技
術
の
継
承
に
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
。e-kakashi

の
実
証
実
験
で

は
、
①
〜
③
で
集
め
た
知
見
を
も
と
に
、

新
規
開
発
さ
れ
た
イ
ネ
に
適
し
た
栽
培

ノ
ウ
ハ
ウ
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
っ

た
。
実
験
に
参
加
し
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
戸
上
崇
さ
ん
は
、「
知
見
を
積
み
重

ね
て
き
た
5
年
間
だ
っ
た
」
と
振
り
返

る
。「e-kakashi

に
新
系
統
の
イ
ネ
の

生
育
情
報
や
気
象
の
デ
ー
タ
を
取
り
込

ん
で
試
験
的
な
運
用
を
行
い
ま
し
た
。

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
栽
培
は
必
要
以
上

の
水
や
肥
料
を
使
わ
な
い
た
め
生
産
コ

ス
ト
が
低
く
環
境
に
優
し
い
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
最
大
20
パ
ー
セ
ン
ト
発
生
し

て
い
た
収
穫
遅
れ
に
よ
る
損
失
は
、
適

切
な
収
穫
期
の
予
測
に
よ
っ
て
限
り
な

く
ゼ
ロ
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
、

実
験
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
利
点
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
農
業

農
村
開
発
省
や
現
地
の
農
家
か
ら
も
、

非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
一

方
で
、
電
力
供
給
が
不
安
定
で
あ
っ
た

り
、
携
帯
電
話
回
線
が
つ
な
が
ら
な
い

地
域
が
あ
る
な
ど
、
日
本
で
は
経
験
し

な
か
っ
た
問
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
働
く
農
業
者

に
も
こ
の
技
術
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

現
地
の
通
信
事
業
者
と
の
連
携
に
も
動

き
出
し
て
い
ま
す
」。

　e-kakashi

は
J
I
C
A
の
事
業
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
日
本
の
総
務
省
に

上 ： 異常気象による過去の影響を地図上に表示するサービス。
左 ： サービスについて地域の農民リーダーらに説明した。

精密農業
データ収集中！

先進農家を研究者として位置づけ、事
業の正式メンバーとして直接的に参画
してもらったことで、生産現場の問題や
経営農家の視点を得ることができた。

コロンビアのほ場に設置されたe-kakashiのデータ収集端末。
土中などにある各種センサーと接続して環境データを収集し、
携帯電話回線を介してデータをクラウドに送信する。

スマートフォンで
栽培状況を確認！

東京大学大学院農学生命科学研究科
カミロ・バリオス・ペレスさん
　途上国の多くの農業従事者は情報や教育を必要としており、コロン
ビアの人たちもその機会を求めています。過去に異常気象が収量に
与えた影響を地図上に表示するサービスや、異なる土壌・気候条件下
でのイネの生育を予測するサービスを開発してウェブ上に公開したとこ
ろ、農家から「気候のリスクがよく分かる」と好評です。

　農業を科学的に支援するサービス。
ほ場の栽培・環境データを集めて、AIで
科学的に分析することで、いまどんなリ
スクがあり、どう対処すべきか、最適な
生育環境が実現できるように導く。

ほ場の環境を
“見える化”するグラフ機能

e-kakashiとは

作業指示や病害虫発生などの
リスクを知らせる栽培ナビゲーション

上は２点ともに開発中の画面。

＊1 気温、相対湿度、地温、水温、土壌体積含水率、土壌EC（電気伝導度）、日射量、CO2濃度。
＊2 問題を解決するための情報システム。　＊3 現国際農林水産業研究センター 研究員

気候変動対策にも
貢献

情報はコロンビア
農業振興のカギ

ソフトバンク
測位ソリューション部 担当部長 兼
e-kakashi課 課長
戸上 崇（とがみ・たかし）さん
　水田は温室効果ガスの一つで
あるメタンを多く放出し、人間の
活動によって排出される総排出
量の約20%が水田由来だともい
われています。e-kakashiは作物
の品質と収量に影響のない範囲
で水管理の最適化を支援するた
め、水資源の最適利用やメタン
発生の抑制につながり、気候変
動対策にも貢献できるのです。

よ
る
精
密
農
業
の
普
及
可
能
性
に
か
か

る
実
証
実
験
や
、
米
州
開
発
銀
行
に
よ
る

コ
メ
栽
培
の
生
産
性
・
持
続
可
能
性
向
上

へ
の
取
り
組
み
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

*
P
5
技
術
に
寄
せ
る
期
待

　
農
業
従
事
者
が
収
穫
に
向
け
て
行
う

多
様
な
意
思
決
定
を
助
け
る
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
に
取
り
組
む
コ
ロ
ン
ビ
ア
側
研

究
者
の
カ
ミ
ロ
・
バ
リ
オ
ス
・
ペ
レ
ス

さ
ん
は
、
I
o
T
技
術
が
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
農
業
を
大
き
く
変
え
る
と
考
え
て

い
る
。「
新
世
代
の
若
い
農
業
従
事
者

は
、
自
分
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
営
農

情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
即
時
に
得

る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に

よ
っ
て
農
業
は
気
候
変
動
の
影
響
を
受

け
づ
ら
く
な
り
、
環
境
に
与
え
る
影
響

を
少
な
く
し
な
が
ら
、
着
実
に
収
益
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
多
文
化
・
学
際
的
な
研
究
チ
ー

ム
で
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向

か
っ
て
解
決
策
を
創
造
す
る
仕
事
が
で

き
た
こ
と
は
私
の
誇
り
で
す
。
今
後
も

日
本
の
研
究
者
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
農
家

と
協
力
し
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

データが拓く
農業の新時代
案件名 遺伝的改良と先端フィールド管理技術の活用による

ラテンアメリカ型省資源稲作の開発と定着プロジェクト
2014年5月～2019年5月

熟練の技や経験則の“見える化”とデータに基づく“スマート”な農業で、
高品質な作物栽培をすべての農業者へ─

そんな夢の技術の導入がコロンビアで進められている。

ビッグデータ

デジタル技術

DX
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モニタリングシステムの改善点や活用方法について
話し合う伊藤さんとペルーの政府職員の人々。

Republic of Peru

ペルー

　世界で第４位の熱帯林面積を有し、
国土面積の約53％を森林が占める。中
南米の中で最も安定した国の一つだ
が、一方で貧富の格差が大きく、国民の
3割以上が貧困層に属している。特に、
山岳地域やアマゾン地域における貧困
層の割合が高いとされている。

国名  ：ペルー共和国
通貨 ： ソル
人口 ：約3,199万人

（2018年、世界銀行）
公用語 ：スペイン語（他にケチュア語、

アイマラ語等）

首都：リマ

森
か
ら
世
界
を
変
え
る

　
世
界
規
模
の
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖

化
に
お
い
て
、
森
林
保
全
は
重
要
な
取

り
組
み
の
一
つ
だ
。
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
J
A
X
A
）
と
J
I
C
A

は
、
世
界
の
熱
帯
林
と
生
物
多
様
性
の

保
全
、
そ
し
て
気
候
変
動
対
策
の
た
め
、

衛
星
技
術
を
利
用
し
て
各
国
の
森
林
管

理
に
貢
献
す
る
目
的
で
、
2
0
1
6

年
に
「
森
林
ガ
バ
ナ
ン
ス
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
に
開
発
さ
れ
た
の

が
、
J
A
X
A
の
人
工
衛
星
「
だ
い

ち
2
号
（
A
L
O
S-

2
）」
の
画
像
を

活
用
し
た
森
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
「
J
J-

F
A
S
T
」
だ
。

「
J
J-
F
A
S
T
に
は
世
界
中
ど
こ

か
ら
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
自
由
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
説
明
し
て
く

れ
た
の
は
J
A
X
A
の
田
殿
武
雄
さ

ん
。
国
に
よ
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
が
脆
弱
で
、
衛
星
画
像
の
よ
う
な

容
量
の
大
き
な
デ
ー
タ
を
扱
う
に
は
障

害
が
多
い
。
森
林
被
覆
の
変
化
が
あ
っ

た
部
分
だ
け
を
地
図
に
落
と
し
込
ん
で

い
る
J
J-

F
A
S
T
を
使
え
ば
、デ
ー

タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
活
用
が
し
や
す
い
。

　
ま
た
シ
ス
テ
ム
の
要
で
あ
る
A
L
O
S- 

2
の
最
大
の
特
徴
は
、
宇
宙
か
ら
で
も

雲
の
下
の
森
林
を
観
測
で
き
る
こ
と
だ
。

年
の
半
分
近
く
は
雲
に
覆
わ
れ
頻
繁
に

雨
の
降
る
ア
マ
ゾ
ン
の
よ
う
な
熱
帯
林

で
も
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
可
能
と
な
る
。

高
度
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
で
見
え
て
き
た
も
の

　
ペ
ル
ー
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
次
ぐ
第
2
位

の
面
積
が
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
林
や
、

南
米
太
平
洋
岸
で
最
大
規
模
の
乾
燥
林

な
ど
広
大
な
森
林
を
有
し
て
い
る
。
し

か
し
同
国
で
は
違
法
な
伐
採
が
年
々
増

え
て
お
り
、
C
O
2
排
出
量
の
約
4

割
が
森
林
伐
採
を
含
む
土
地
利
用
の
変

化
に
よ
る
も
の
と
も
い
わ
れ
、
森
林
保

全
に
よ
る
C
O
2
排
出
削
減
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
。
J
I
C
A
は
16
年

か
ら
A
L
O
S-

2
を
は
じ
め
と
す
る

最
新
の
人
工
衛
星
画
像
を
使
っ
た
森
林

マ
ッ
プ
や
森
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
、
違
法
森
林
伐
採
の
取
り

締
ま
り
体
制
や
関
係
者
の
能
力
強
化
を

目
的
に
し
た
技
術
協
力
を
行
っ
て
き
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
J
J-

F
A
S
T

を
既
存
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に

組
み
込
む
ほ
か
、
性
質
の
異
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
衛
星
画
像
を
活
用
し
て
、
認
識

が
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
落
葉
す
る
乾

燥
林
や
地
面
が
水
に
浸
か
っ
て
い
る
浸

水
林
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方

法
も
開
発
し
て
い
ま
す
」
と
、国
際
航

業
の
小
出
隆
広
さ
ん
は
説
明
す
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を
務
め
る
日
本
工

営
の
吉
野
倫
典
さ
ん
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
を
通
じ
て
、
世
界
的
に
注
目
度

が
高
い
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
林
と
比
べ
て
あ

ま
り
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
乾

燥
林
や
浸
水
林
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
大
き

な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

デ
ー
タ
を
有
効
活
用
で
き
る

体
制
づ
く
り
を

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
吉
野
さ
ん
は
、

「
技
術
の
発
展
に
よ
り
森
林
伐
採
の
状

況
を
把
握
す
る
能
力
は
確
実
に
向
上
し

て
い
ま
す
が
、
検
知
さ
れ
た
情
報
を
森

林
保
全
の
現
場
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く

か
は
ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
。

マ
ッ
プ
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
が
現

場
で
有
効
活
用
さ
れ
、
森
林
減
少
の
抑

制
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
保
全
を
達
成

し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
」
と
指
摘
す
る
。

そ
ん
な
な
か
で
、
北
部
海
岸
乾
燥
林
を

有
す
る
ラ
ン
バ
イ
エ
ケ
州
で
は
森
林
保

全
に
関
係
す
る
複
数
の
組
織
の
調
整
機

関
と
し
て
地
方
円
卓
会
議
を
立
ち
上
げ

国際航業  海外コンサルティング部
小出隆広（こいで・たかひろ）さん（左）
リモート・センシング技術センター  研究開発部
伊藤拓弥（いとう・たくや）さん（中央）
日本工営  コンサルティング事業統括本部
吉野倫典（よしの・みちのり）さん（右）
　JICAから委託を受けて事業に参加。「デジタル技術の発展で
さまざまなデータが取れるようになりました。これらをどう集約し効
果的に活用していくかは、ペルーだけでなく日本の課題でもあり
経験は貴重だと思います」と伊藤さん。

た
。
今
年
の
3
月
か
ら
は
円
卓
会
議
と

森
林
所
有
者
で
あ
る
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
試
験

的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
で
森
林
の
監
視
、警
戒
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成

し
た
マ
ッ
プ
も
活
用
し
て
森
林
管
理
計

画
の
作
成
な
ど
も
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
住
民
の
所
得
が
下
が
り
、
農
地
へ

の
転
換
や
薪
利
用
な
ど
の
た
め
、
森
林

の
違
法
伐
採
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。
現
地
の
関
係
者
は
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
か
ら
一
歩
進
ん
で
現
場
で
の

監
視
、
そ
し
て
警
戒
に
踏
み
込
む
今
回

の
新
し
い
取
り
組
み
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
そ
う
だ
。「
森
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
結
果
が
現
場
の
関
係
者
と
住
民
に
き

ち
ん
と
伝
わ
り
、
啓
発
や
現
場
で
の
監

視
、
警
戒
活
動
と
保
全
に
結
び
つ
く
よ

う
な
〝
生
き
た
体
制
〞
を
築
く
こ
と
が

今
後
の
目
標
で
す
」と
吉
野
さ
ん
は
語
る
。

宇宙航空研究開発機構
田殿武雄（たどの・たけお）さん
「現在のシステムは監視のためのものなので、変化
を検出して初めて行動できます。今後は変化を“予
測”できるようなものを開発できたらと思っています」

プロジェクトが新たに
開発したモニタリング
システム。森林に変化
のあった箇所は赤い線
で囲まれている。アマ
ゾン熱帯林の森林減
少の様子がより明確
に見える。

データをもとに、今後の監視体制や資源活用の計画
を話し合う現地の関係者。

システムが検出した違法伐採の現場を訪れ、被害状況な
どを詳しく調査していく。

森林モニタリングシステム上で変化が検出された箇所を飛行機で
空から検証。実際に森の一部が伐採されていた。

上：J A X Aの陸域観測技
術衛星 2号「だいち2号
（ALOS-2）」のCG画像。
左 ： ALOS-2がとらえたアマ
ゾンの様子。JJ-FASTでは
ここから変化のあった部分
だけを抽出し、地図情報に
落とし込んで提供する。

©JAXA

システム活用の現場システムの
よりよい開発と運用を

目指します

ペルーで使われている、
JJ-FASTが組み込まれ
た森林モニタリングシス
テムの実際の画面。

ALOS-2の衛星画像

JAXAの陸域観測技術衛星2号「だいち2号（ALOS-2）」を使って熱
帯林の伐採・変化の状況をモニタリングし、インターネット経由でパソコン
やスマートフォンから無償で簡単にアクセスできる形で提供しているサー
ビス。1.5か月おきに、現在77か国の熱帯林を観測することができる。

JJ-FAST（JICA-JAXA熱帯林早期警戒システム）とは

違法伐採を食い止めるために！
森林に関するデータを
まとめて管理

©JAXA

人工衛星が支える高精度の
森林モニタリングシステム
案件名 ペルー森林保全及びREDD+メカニズム能力強化プロジェクト

2016年４月～2020年12月

雲がかかっていても地上の様子を観測できる日本のレーダー技術など、
多様な衛星技術を使った森林モニタリングシステム。
広大な森林を保全する途上国で成果を上げている。
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DX
デジタルで変革する社会

特集

16September 202017 September 2020



安
価
で
正
確
な
デ
ー
タ
収
集

　
国
土
が
狭
く
、
な
お
か
つ
海
に
散
ら

ば
っ
て
存
在
す
る
の
が
島と

う

嶼し
ょ

国
だ
。
地

理
的
な
特
徴
に
加
え
、
伝
統
的
な
土
地

所
有
制
度
な
ど
が
残
り
、
政
府
が
使
え

る
国
有
地
が
少
な
い
と
い
う
社
会
的
な

事
情
を
抱
え
る
国
も
あ
る
。
都
市
化
と

近
代
化
が
進
ん
で
ご
み
の
種
類
が
多
様

化
し
、
量
も
年
々
増
え
て
い
く
な
か
で
、

大
洋
州
地
域
の
島
嶼
国
は
廃
棄
物
処
理

に
つ
ね
に
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
。

J
I
C
A
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
や
パ

ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
な
ど
9
か

国
を
対
象
に
廃
棄
物
管
理
の
改
善
の
た

め
の
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

　
対
象
国
の
一
つ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

は
1
0
0
0
を
超
え
る
島
か
ら
な
る
。

首
都
の
あ
る
マ
ジ
ュ
ロ
島
内
に
は
約

3
万
人
が
暮
ら
し
て
い
る
が
、
ご
み
処

分
場
は
1
か
所
の
み
だ
。
さ
ら
に
、
日

本
の
場
合
は
ご
み
を
焼
却
し
て
灰
に
し
、

敷
地
内
で
埋
め
立
て
や
重
機
に
よ
る
転
圧

作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
マ
ジ
ュ
ロ
の
場

合
は
敷
地
内
に
積
み
上
げ
る
だ
け
だ
。

　
新
し
い
処
分
場
を
造
る
の
が
難
し
い

な
か
で
、
現
在
の
処
分
場
は
あ
と
何
年

使
え
る
の
か
、
そ
し
て
既
存
の
処
分
場

を
ど
う
改
善
す
る
の
か
。
現
地
の
政
府

が
意
思
決
定
を
す
る
た
め
に
は
ま
ず
現

状
を
正
し
く
把
握
す
る
デ
ー
タ
が
必
要

だ
。
そ
こ
で
、
J
I
C
A
か
ら
委
託

さ
れ
た
国
際
航
業
は
同
国
で
は
初
の
試

み
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
測
量

と
そ
の
デ
ー
タ
の
効
率
的
な
活
用
を
促

進
し
て
い
る
。
測
量
や
デ
ー
タ
解
析
を

担
当
す
る
同
社
の
赤
見
亜
衣
さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。「
人
が
測
量
機
器

を
使
っ
て
行
う
従
来
の
測
量
は
時
間
と

労
力
が
か
か
り
、
経
費
も
か
さ
み
ま
す
。

ま
た
、
大
量
に
積
ま
れ
た
ご
み
山
の
あ

い
だ
を
縫
っ
て
測
量
す
る
こ
と
は
安
全

と
衛
生
の
面
で
危
険
が
伴
な
い
ま
す
」。

　
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
測
量
な
ら
ば
、

ご
み
山
を
踏
査
す
る
必
要
は
な
い
。
上

空
か
ら
撮
影
し
た
数
百
枚
に
の
ぼ
る
画

像
を
取
り
込
ん
で
処
分
場
の
3
D
モ

デ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
現
在
の
処
分
場
の
ご
み
の

高
さ
や
量
を
把
握
で
き
る
。
撮
影
か
ら

お
よ
そ
1
週
間
以
内
と
い
う
短
期
間
で

解
析
を
終
え
ら
れ
る
の
で
、
日
々
変
化

す
る
処
分
場
の
複
雑
な
地
形
を
測
量
す

る
に
も
適
し
て
お
り
、
視
覚
的
に
も
非

常
に
わ
か
り
や
す
い
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
は

機
体
だ
け
で
1
・
4
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
付

属
品
を
含
め
て
も
数
キ
ロ
程
度
に
収
ま

る
小
型
で
軽
い
も
の
を
採
用
し
て
お
り
、

手
軽
に
持
ち
運
び
で
き
る
。
価
格
も

20
万
円
程
度
と
比
較
的
安
価
だ
。

残
余
年
数
の
見
え
る
化
が

社
会
に
も
た
ら
す
も
の

　
3
D
モ
デ
ル
を
使
っ
て
処
分
場
の

容
積
を
割
り
出
し
、
あ
と
何
年
使
え
る

か
と
い
う
残
余
年
数
を
算
出
す
る
と
、

マ
ジ
ュ
ロ
の
処
分
場
の
場
合
ご
み
を
30

メ
ー
ト
ル
ま
で
積
み
上
げ
た
と
し
て
も
、

残
余
年
数
は
お
よ
そ
3
年
だ
と
い
う
。

「
具
体
的
な
数
字
が
出
て
く
る
こ
と
で
、

新
規
処
分
場
の
建
設
や
既
存
の
処
分
場

の
敷
地
の
拡
張
を
早
急
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ご

み
が
積
み
上
が
る
視
覚
的
な
イ
ン
パ
ク

ト
で
危
機
感
を
伝
え
る
だ
け
で
終
わ
ら

ず
、
ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
く
か
と
い

う
議
論
の
た
た
き
台
と
な
る
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
こ
と
が
、
現
地
の
人
々
が
具

体
的
な
行
動
を
起
こ
す
た
め
に
必
要
な

の
で
す
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
副
総

括
を
務
め
る
大
石
美
佐
さ
ん
は
デ
ー
タ

解
析
の
重
要
性
を
説
明
す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
半
年
か
ら
1

年
に
1
回
程
度
の
頻
度
で
測
量
と
処
分

場
の
3
D
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
実
施
し
、

前
回
の
モ
デ
ル
と
の
比
較
に
よ
り
増
加

量
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
。
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の

利
活
用
に
つ
い
て
現
地
の
関
係
者
と
の

会
議
の
場
を
設
け
て
き
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
総
括
の
河
野
一
郎
さ
ん
は
、「
マ
ー

シ
ャ
ル
で
は
、
関
係
機
関
と
と
も
に
廃

棄
物
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
で
は
、
測
量
デ
ー
タ
や
残
余
年

数
の
推
計
を
も
と
に
既
存
処
分
場
の
拡

張
と
い
う
短
・
中
期
的
対
策
な
ど
も
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
改
善
案
を

示
せ
ば
、
現
地
政
府
自
ら
動
き
出
し
ま

す
。
現
在
、
公
共
事
業
省
の
主
導
で
既

存
処
分
場
の
拡
張
工
事
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
解
決
策
の
実
践
を
通

し
て
、
現
地
政
府
の
能
力
強
化
や
将
来

的
な
自
立
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
」
と
、
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

ドローンで測量した
マジュロ処分場の様子

パラオの処分場でドローンの撮影を見守る現地の関係者。

国際航業
河野一郎（こうの・いちろう）さん（右から9人目）
大石美佐（おおいし・みさ）さん（右から7人目）
赤見亜衣（あかみ・あい）さん（左から4人目）
「モニタリングだけでなく、残余年数の推定の精度を上げるた
め検証も定期的に行っていきます」と赤見さん。写真はJICA拠
点の職員を含む、パラオと日本のプロジェクト関係者。 撮影画像を解析し終えたら、現地の関係者に実際に3Dモ

デルを動かしながら説明する場を設けている。

撮影スタートします！

処理場全体の3Dモデル

3Dモデル回転後

等高線図（コンター図）
上 : 処分場全体に等高線を引いた画像。ごみ山の頂上は17m
で、マジュロで最も“標高”が高い。
右上 : 撮影した画像をもとに制作した処分場の3Dモデル。
右下 : 360度回せる3Dモデルで、さまざまな角度から処分場の
複雑な地形をとらえることができる。

ドローンの操作や撮影のルートについて
説明しながら測量作業を行う。

上空から数百枚の画像を撮影！

大洋州地域（J-PRISMⅡ対象国）

パラオ

パプアニューギニア
ソロモン諸島

バヌアツ
フィジー

トンガ

サモア

マーシャル諸島
ミクロネシア連邦

ドローンによる測量が
ごみ処理の意識を改革

案件名 大洋州地域廃棄物管理改善支援プロジェクトフェーズ２（グループ１）
2017年2月～2022年2月

廃棄物処分場の測量は複雑で危険を伴う。無人航空機ドローンを使うことで、
コストや時間の削減だけでなく、さまざまな解析が可能になった。
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フェーズ1で使用した端末機は、持ち運びも可能。料金
徴収を専門に行うスタッフも端末機を使用した。

バスの運転手や関係者に向けてICカードや端末機の
勉強会を開催。

朝のラッシュ時にバス停で一列になって待つ乗客。

交
通
料
金
徴
収
を

も
っ
と
便
利
に

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ
を

中
心
と
し
た
都
市
圏
は
、
近
年
人
口
の

増
加
が
顕
著
だ
。
そ
れ
に
伴
い
経
済
活

動
が
活
発
化
し
、
豊
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
一
方
で
、
自
動
車
の
普
及
拡
大
に
よ

る
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
や
大
気
汚
染
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
こ
で
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
政
府
は
、
高
速
バ
ス
輸
送
シ

ス
テ
ム
や
、
都
市
鉄
道
の
開
業
を
は
じ

め
と
す
る
大
量
輸
送
交
通
シ
ス
テ
ム
の

整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
に
不
可
欠
な
の
が
ク
リ
ア

リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
構
築
だ
。
こ
れ
は

I
C
カ
ー
ド
発
行
、
I
D
管
理
、
精

算
な
ど
を
行
う
交
通
料
金
徴
収
の
シ
ス

テ
ム
の
こ
と
。
各
公
共
交
通
機
関
が
共

通
の
I
C
カ
ー
ド
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
I
C
カ
ー
ド
を
読
み
取

り
端
末
機
に
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
料
金

徴
収
が
可
能
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

行
わ
れ
て
い
た
切
符
購
入
や
、
現
金
の

や
り
と
り
に
か
か
る
手
間
と
時
間
を
省

く
こ
と
が
で
き
る
。

　
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
構
築
と

I
C
カ
ー
ド
普
及
で
交
通
の
円
滑
化

を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
J
I
C
A

か
ら
委
託
を
受
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
片
平
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。「
日
本
で
多
く

の
人
が
使
っ
て
い
る
交
通
系
I
C
カ
ー

ド
の
S
u
i
c
a
や
P
A
S
M
O
と

い
っ
た
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る
の
は

初
の
試
み
と
な
り
ま
す
」
と
、
同
社
社

長
の
三
石
隆
雄
さ
ん
は
語
る
。

交
通
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
れ
ば
、

社
会
の
あ
り
方
も
変
わ
る

　
2
0
1
4
年
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
歩
と
な
る
フ
ェ
ー
ズ

1
で
は
、
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
構

築
し
、
I
C
カ
ー
ド
端
末
機
を
現
地

I
T
企
業
と
と
も
に
開
発
。
さ
ら
に

ダ
ッ
カ
市
内
に
あ
る
バ
ス
会
社
3
社
を

メ
イ
ン
に
、
I
C
カ
ー
ド
の
読
み
取

り
端
末
機
設
置
に
つ
い
て
実
証
実
験
を

行
っ
た
。
こ
の
I
C
カ
ー
ド
の
基
本

的
な
シ
ス
テ
ム
に
は
、
共
同
で
業
務
に

取
り
組
ん
だ
N
E
C
の
技
術
が
使
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ

け
で
な
く
、
同
国
で
な
じ
み
の
な
か
っ

た
I
C
カ
ー
ド
の
利
用
者
を
増
や
す

た
め
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
展
開
し

て
い
っ
た
。「
大
学
な
ど
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
や
テ
レ
ビ
C
M
放
送
の
ほ
か
、

ウ
ェ
ブ
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
い
ま

し
た
。
学
生
だ
け
で
な
く
会
社
員
の
方

か
ら
も
好
評
で
、
と
く
に
働
く
女
性
か

ら
の
評
価
が
高
か
っ
た
の
が
印
象
的
で

し
た
」
と
、
同
社
の
ア
ミ
ヌ
ル
さ
ん
は

現
地
の
様
子
を
話
す
。

　
女
性
に
多
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景

に
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
文
化
的
な

事
情
が
影
響
し
て
い
る
。「
イ
ス
ラ
ム

教
徒
が
多
い
こ
の
国
で
は
、
女
性
が
親

族
以
外
の
男
性
と
触
れ
る
こ
と
は
タ

ブ
ー
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
I
C

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
運
賃
を
渡
す
と
き

に
男
性
運
転
手
の
手
に
触
れ
る
心
配
が

な
く
、
安
心
し
て
公
共
交
通
を
利
用
で

き
る
の
で
す
。
I
C
カ
ー
ド
の
普
及

が
進
め
ば
、
女
性
の
社
会
進
出
を
さ
ら

に
後
押
し
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
、
今
回
専
門
家
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
参
加
し
て
い
る
枦
山
信
夫
さ
ん
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
た
な
可
能
性
を
示
す
。

ほ
か
に
も
、
こ
れ
ま
で
に
た
び
た
び
生

じ
て
い
た
運
賃
の
誤
徴
収
が
な
く
な
る

成
果
も
フ
ェ
ー
ズ
1
を
通
じ
て
感
じ
た

と
い
う
。

　
現
在
は
、
22
年
に
開
業
予
定
の
都
市

鉄
道
M
R
T
6
号
線
と
ダ
ッ
カ
市
内

の
ほ
か
の
公
共
交
通
の
料
金
シ
ス
テ
ム

の
統
合
と
、
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の

運
営
会
社
設
立
を
目
指
す
フ
ェ
ー
ズ
2

が
進
行
中
だ
。「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

交
通
サ
ー
ビ
ス
が
が
ら
っ
と
変
わ
る
、

社
会
的
な
責
任
が
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
接
触
を
避

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
増
え

て
い
ま
す
し
、
日
本
の
よ
う
に
1
枚
の

I
C
カ
ー
ド
で
買
い
物
ま
で
で
き
る

よ
う
に
な
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
や
り
が

い
を
持
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、

三
石
さ
ん
は
意
義
に
つ
い
て
力
強
く

語
っ
て
く
れ
た
。

片平エンジニアリング・インターナショナル
専門家チーム
枦山信夫（はぜやま・のぶお）さん
　開発協力事業を担うグローバルグループ21社の
社長でもある枦山さんは今回、片平エンジニアリン
グ・インターナショナルの専門家チームに参加し、プ
ロジェクトの組織強化を担当している。

上 ： プロモーション用に作ったポスター。
ICカードは「Rapid Pass」と名づけられた。
下 ： 大学で開催したプロモーションイベン
トの様子。

P
eo

pl
e'

s R
epublic of Bangladesh

バングラデシュ

　2009年に誕生したハシナ・アワミ連
盟政権は21年までに中所得国となる政
策を掲げ、企業はもちろん、あらゆる分野
における全国的なIT化を目指す「デジタ
ル・バングラデシュ」を打ち出している。

国名  ：バングラデシュ人民共和国
通貨 ： タカ
人口 ：1億6,365万人（2018年1月、

バングラデシュ統計局）
公用語 ：ベンガル語

首都：ダッカ

片平エンジニアリング・インターナショナル 
代表取締役社長・専門家チーム業務主任 
三石隆雄（みついし・たかお）さん（右）
開発業務本部 イスラム・モハメド・アミヌルさん（左）
　三石さんはプロジェクトの統括を、アミヌルさんはクリアリング
ハウスのシステムオペレーションを担当している。

学んだことを
現場で生かします

女性でも安心して
公共交通を
利用できます

Pi  Pi
わかりやすく説明
ICカードの使い方を

ICカードを端末機にかざすだけで乗車できるため、乗り降りがスムーズに。

交通ICTが社会のあり方を変える
案件名 ダッカ市都市交通料金システム統合のためのクリアリングハウス設立プロジェクト

フェーズ1 ： 2014年6月～2018年6月　フェーズ2 ： 2020年3月～2023年3月

日本で広く使われているICカードなどの交通ICT（情報通信技術）が、
バングラデシュの公共交通や社会を変えていく。

文●坪根育美

デジタル技術

クリアリングハウスとは
さまざまなデータを統合してやりとりする仕組みのこと。
ここでは、おもに交通料金における以下の❶～❸を指す。
❶ 精算機能
各公共交通事業者と行う運賃精算の金額集計。
❷ カード発行・管理機能
ICカードの発行、ID管理、データ収集、管理。
❸ 公共交通利用データベース機能
ICカード利用者の利用履歴等のデータベース作成、管理。

DX
デジタルで変革する社会

特集
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集める、見える化、活用する

つながりを大切に

データ整備

人財のネットワークを構築

　JICAの国際協力は数多くの国で行わ
れている。その対象は150か国・地域、
事業数は887件にのぼる（2019年度
実績＊1）。事業の実施を通じて得た現地
のさまざま調査データは国際協力の重要
な資産である。この資産をクラウドなどに
集約して管理し、国や地域ごとの多角的
な分析に活用するなど、今後の途上国の
事業形成に役立てる。

　途上国の事業で得たさまざまなデータを整備・蓄積
し、衛星データなどのビッグデータと組み合わせて活用
すると、より正確に現地の事情に合わせた国際協力を
実施することができる。たとえば、ある地域で森林減少が
進んでいる場合、衛星より入手できる森林減少のデータ
のみを見るのではなく、そこに暮らす住民や、収入や農業

などの土地利用のデータなどとも照らし合わせると、「今
起きている森林減少は気候変動によるものなのか」「住
民や商売など人為的なものなのか」を推測しやすくなる。
前者なら環境への対策を進め、後者なら住民の生計向
上や適正な土地利用を図ることなどが考えられる。

　JICAは途上国の課題解決に向けて、現地の人材育成にも
これまで力を入れてきた。日本で学んだ知識や技術を生かし
て母国で活躍している人も多い。ICT関連の人材にかぎらず、
すべての研修員や留学生は帰国後JICAの事業において貴重
な即戦力として期待されることから、まずはSNSなどを通じた
関係者同士のネットワーク強化を試行し、将来的にはそれらを
まとめて全世界数万人規模に広げていく。

　今年の1月、JICAは途上国におけるビジネス・イノベー
ション創出に向けた起業家を応援する活動として「プロ
ジェクトニンジャ＊3」をスタートさせた。世界の各地域でス
タートアップ関係者を集めたワークショップを行い、国ごと
にビジネスコンテストをはじめ、新規事業の立ち上げや育
成の協力、日系企業を含む海外企業や投資家の紹介な
どに取り組んでいる。

　昨年の7月、JICAを含む政府系9機関はスタート
アップ（新しい産業を起こして市場を開拓しようとす
る企業や事業）の活動を維持・促進するための協定
を締結した。この協定により、たとえばJICAが途上
国の社会課題に貢献するビジネスを応援する「中小
企業・SDGsビジネス支援事業」等に取り組んでい
た事業者は、他機関の支援メニュー応募時の審査
において一定の優遇措置を講じられるなど、切れ目
のない支援を受けやすくなった。

起業家を応援協力の幅を広げる

ビッグデータを生かす

● 今後、途上国が直面しそうな課題について早い段階から
現状分析したうえで、対策の仮説を立てられる。

● 基礎的な調査が最低限ですみ、事業の立ち上げ・実施が
早くなる（例：従来は2年→1年）。

● 日本と途上国の間のデータ共有により、遠隔での事業実
施も進めやすくなる。

● 事業の効果やSDGsへの貢献を時系列で追うことがで
き、数値で客観的に分析できる。

データの蓄積・利用によって…Point

森林

森林減少

収入

住民（都市部）

住民（農村部）

● 信頼できるパートナーとして事業をともに進
められる。

● 日本の国際協力の手法を知る人材と遠隔で
もコミュニケーションが容易。

● 母国や地域の将来を担う中核人材も多く、
事業の円滑化や持続性が高まる。

研修員／留学生との
良好な関係継続で…Point

　昨年の11月、東京・渋谷に誕生した会員制の
共創施設が「SHIBUYA QWS（渋谷キューズ）」。
さまざまな分野の人たちが新しい社会価値を創出
する拠点として知られ、JICAは同施設を運営する
渋谷スクランブルスクエアと連携して、イベントや
グループディスカッションなどを開催していく。異業
種、異分野の人たちと職員が交流する場を継続的
に設けながら、ともに国際協力を考え、新しいアイ
デアを生む場として活用していく。

国際協力に新しいアイデアを
　データの流通は生産性の向上やイノベーションをもた
らす一方で、セキュリティの課題もある。日本政府は“信
頼ある自由なデータ流通（DFFT）”を掲げて、データが当
初のデータから改ざんされていないことを表すタイムスタ
ンプや、データを発行した組織の正当性が確認できるe

シールなどの制度導入を検討している。JICAも開発途
上国のサイバーセキュリティに携わる人材育成を支援
し、多くの人がデータを安全に扱える環境整備を後押し
していく。

安全なデータの流通を促進する

＊2 Data Free Flow with Trust

＊1 対象はJICAの事業実績があった国からDAC諸国を除いた
国・地域数。件数は技術協力プロジェクトの件数や、無償資金
協力は外交政策の遂行上の必要から外務省が自ら実施する
ものを除いた件数などの合計。

森林減少と人口の規模、収入の推移を組み合わせたデータ。森林伐採が進んだ理由として「都
市部は収入が増えたことで都市化が進んだ」「北部と中部の農村部は森林減少がないが南部
のみ減少が見られるのは、何らかの理由で南部の住民の収入が減って、森林の違法伐採が進
んだのでは」といったことが考えられる。

大学

研修員／留学生

現地専門家

JICA職員
（国内）

JICA職員
（国外）

同窓生

企業現地企業

相手国機関

現地
コンサルタント コンサルタント

スタートアップ
研修員と留学生を中心
に関係者を含めた大きな
ネットワークを構築する。

JICAの協力を通じて、ルワンダのICT業界では30歳前後の若者たち
が起業家や企業の中枢として活躍する（写真提供：光石達哉）。

＊3 Project NINJA（Next Innovation with Japan）。

事業の協働を目指して

テクノロジーを活用する
産官学との連携

　DXの実現には各分野で専門的なデジタル技術を持つ企業や大学、自治体などの
協力が不可欠だ。また、既存の考え方や活動に新しい手法を組み合わせ、そこにICT
（情報通信技術）を融合してイノベーションを生み出すことのできる技術を持つ担
い手も重要だ。テクノロジーの活用を軸に、これまで以上に産官学とのつながりを強
め、途上国の発展に力を入れていく。

● JICAが最新のデジタル技術を活用した事
業を形成できる。

● 企業等が現地に適したデジタル技術の開発
や実証が現地でできる。

● 関係者の間で業種の垣根を超えた交流が
進み、新たな課題解決の方法を探れる。

相互の連携によって…Point

よ
り
よ
い
国
際
協
力
を

J
I
C
A
は
組
織
全
体
で
D
X
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
が「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
×
デ
ジ
タ
ル
技
術
×
人
財
」の
強
化
と
連
携
だ
。

誰
も
が
途
上
国
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

日
本
国
内
の
解
決
に
適
し
た
人
材
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
持
つ

企
業
や
団
体
と
手
を
取
り
合
え
る
│
そ
ん
な
環
境
づ
く
り
を
行
い
、

途
上
国
と
日
本
の
双
方
向・多
方
向
に
つ
な
が
り
を
増
や
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で

人財

ビッグデータ
デジタル技術
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わ
り
ま
し
た
。
G
I
S
と
は
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、
こ
の
技
術
を

使
う
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
地
図
が
作

成
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
地
図
に
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
の
は

初
め
て
で
、
活
動
内
容
を
知
っ
た
と
き

は
驚
い
た
の
で
す
が
「
き
っ
と
私
に
で

き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
思
い
、

挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
地
図
を
作
成
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は

顧
客
情
報
の
整
理
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
水
道
会
社
の
情
報
シ
ス
テ
ム

を
担
当
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
数
人
と
一

緒
に
、
会
計
シ
ス
テ
ム
に
入
っ
て
い
る

顧
客
デ
ー
タ
の
精
査
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
な
か
に
は
エ
ク
セ
ル
の
操
作
も
ま

ま
な
ら
な
い
ス
タ
ッ
フ
も
い
た
の
で
一

か
ら
教
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
赴
任
し
て
1
年
が
過
ぎ
た
頃
か
ら
、

精
査
し
た
顧
客
情
報
を
も
と
に
、
ス

タ
ッ
フ
と
調
査
に
出
向
き
ま
し
た
。

G
P
S
を
持
ち
歩
き
、水
道
メ
ー
タ
ー

や
水
道
配
管
の
場
所
の
デ
ー
タ
を
取
得

す
る
の
が
目
的
で
す
。
事
務
所
に
戻
っ

て
か
ら
は
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り

込
ん
で
地
図
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
番
号
や
設
置
年
、
顧
客
名
な

ど
の
情
報
も
追
加
し
ま
す
。
顧
客
情
報

に
あ
っ
た
住
所
の
場
所
が
わ
か
ら
ず
探

し
回
る
こ
と
も
多
く
、
か
な
り
の
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
が
、
任
期
中
に
カ
プ

サ
ベ
ッ
ト
地
域
の
水
道
配
管
地
図
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初

　
こ
れ
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

や
I
T
サ
ポ
ー
ト
業
務
の
仕
事
を
通

し
て
、
I
T
技
術
を
習
得
し
て
き
ま

し
た
。
海
外
協
力
隊
で
は
、
ケ
ニ
ア

の
カ
プ
サ
ベ
ッ
ト
と
い
う
町
に
あ

る
水
道
会
社
に
所
属
し
て
、
G
I
S

（G
eographic Inform

ation 

System

）
を
使
っ
た
地
域
の
水
道
配

管
地
図
の
作
成
と
、
そ
れ
を
分
析
し
て

無
収
水
率＊

1
を
下
げ
る
た
め
の
活
動
に
携

ケニアの水道局で
IT技術を用いて活動した
隊員をご紹介します。

JICA海外協力隊
がゆく

+one information
ケニアのキャッシュレス事情

Vol.  22

髙津 早由里
たかつ・さゆり　
出身地：千葉県　職種：コンピューター技術
任期：2017年10月～2019年10月

ケニアin

イラスト●さかがわ成美

企画調査員（ボランティア事業）＊3

森田瞳子（もりた・とうこ）

GPSから水道メーターの位置情報を取得している髙津さん（右）。同僚が持つ
リストと照らし合わせながら作業を進める。

　昨今よく耳にする“キャッシュレス化”という言葉。実はケニアでは、すでに
多くの人がキャッシュレス決済を利用しています。私もケニアに赴任してから
知ったのですが、一番有名なのが携帯電話のショートメッセージを使って送金
や支払いなどのお金のやり取りができる「M

エム

-P
ペ サ

ESA」と呼ばれるサービスです。
Mは“モバイル”を、PESAはスワヒリ語で“お金”を意味しています。スマートフォ
ンだけでなくガラケーでも利用可能でとても便利なんです。
　M-PESAは、ケニアにあるたいていの店で使うことができます。店以外にも使
える場所は広がっていて、タクシーの支払いを運転手の携帯電話に直接送金
して行うこともあるとか。ちなみに、私が所属していた水道会社も窓口での支
払いがM-PESAのみとなり、当たり前のようにキャッシュレス決済が使われてい
ることに驚きました。
　現金の入金や出金は町のいたるところにあるM-PESAの代理店で行うこと
ができ、銀行やATMがないような小さな町でもM-PESAの代理店は必ずあると
いわれています。それだけ人々の生活にこのサービスが根づいているというこ
となのですね。
　ケニアではいまだに銀行口座を持ってない人も多くいるのですが、M-PESA

は銀行口座を持っていなくても電話番号さえあれば手続きできるのが大きな特
徴です。また、国民の携帯電話保持率も高く、こうしたケニアの社会的な背
景とうまくマッチしてM-PESAの利用を後押ししたといえます。日本のキャッシュ
レス化はこの先どのように進んでいくのでしょうか。私も楽しみです。
 （髙津早由里）

は
ど
こ
か
他ひ

と

ご

と

人
事
の
よ
う
だ
っ
た
ス

タ
ッ
フ
が
徐
々
に
率
先
し
て
地
図
作
り

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
私

の
離
任
間
近
に
な
っ
て
「
も
う
一
人
で

地
図
を
作
れ
る
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た

と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
日
本
で
は
当
然
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
地
図
の
貴
重
さ
を
含
め
、
多
く
の

こ
と
を
体
感
し
な
が
ら
学
ん
だ
2
年
間

で
し
た
。
今
後
は
海
外
は
も
ち
ろ
ん
、

新
た
な
場
所
で
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て

い
る
人
た
ち
に
私
の
体
験
談
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
。

チームワークが

大切！

＊2 途上国に資金を贈与し、その国が経済社会開発
のために必要な施設を整備したり、資機材を調達した
りすることを支援する形態の資金協力。
＊3 隊員の活動全般を支援する「ボランティア事業支
援のプロ」。また相手国の要望を調査して要請開拓を
行うなど、隊員活動全体の運営を行う。

時にはメーターが地面に埋まってしまっていることも。
こういう場合は見つけるのが容易ではない。

事務所に戻ってからは、取得したデータをパソコンに取り込み
水道配管地図を作っていく。

＊
1 

水
道
配
管
か
ら
の
漏
水
、盗
水
、水
道
メ
ー
タ
ー
故
障

な
ど
に
よ
り
料
金
を
徴
収
で
き
て
い
な
い
水
の
割
合
。

ケニア事務所から ひとこと

日本の無償資金協力＊2で建設された水道会
社の浄水施設から、水道配管地図の作成を
通して無収水の削減に取り組みたいとJICA
に要請があったことから髙津さんの派遣につ
ながりました。髙津さんはGPSを片手に同僚と
町を歩き、時には土に埋もれたメーターを発掘
したり、破裂した水道配管の調査をしたりと根
気強く活動していました。

コンピューターを使って
地域の水道配管地図を

作りました

ケニア首都 ： ナイロビ

パソコンの

作業もばっちり

構成●坪根育美
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中
南
米
諸
国
は
環
太
平
洋
の
火
山
帯

に
属
し
、
噴
火
に
よ
る
災
害
を
何

度
も
経
験
し
て
き
た
。
同
じ
火
山
国
の
日

本
は
長
年
に
わ
た
り
火
山
観
測
の
体
制
を

整
備
し
、
人
的
被
害
の
軽
減
を
目
指
す
取

り
組
み
や
住
民
へ
の
防
災
啓
発
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
そ
の
知
見
を
中
南
米
の

国
々
に
伝
え
る
研
修
が
、
有う

珠す

山ざ
ん

や
駒
ケ

岳
な
ど
火
山
が
多
い
北
海
道
で
毎
年
行
わ

れ
て
き
た
。

　
火
山
防
災
に
は
、
火
山
活
動
の
観
測
と

そ
の
結
果
を
住
民
避
難
に
生
か
す
行
政
、

噴
火
時
に
最
前
線
で
対
応
す
る
災
害
救
助

の
人
た
ち
の
幅
広
い
連
携
が
必
要
だ
。
そ

の
た
め
研
修
に
は
、
火
山
学
者
や
防
災
行

政
担
当
者
、
消
防
隊
員
な
ど
災
害
救
助
に

あ
た
る
人
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
。

　
2
0
1
9
年
度
の
研
修
に
は
5
か
国

か
ら
の
研
修
員
が
参
加
。
火
山
学
の
講
義

か
ら
始
ま
り
、
北
海
道
大
学
の
地
震
火
山

研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
し
、
日

本
の
観
測
・
監
視
体
制
や
最
新
の
機
器
に

触
れ
た
。
ま
た
有
珠
山
や
駒
ケ
岳
地
域
を

訪
れ
、
活
火
山
を
観
光
や
農
業
に
生
か
す

様
子
も
見
学
。
さ
ら
に
、
地
域
住
民
と
交

流
し
、
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
防
災
学
習

に
参
加
し
た
。
日
頃
か
ら
火
山
に
つ
い
て

学
び
、
防
災
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
活
火

山
と
共
生
す
る
姿
は
、
研
修
員
に
強
い
印

象
を
残
し
た
よ
う
で
、「
帰
国
し
た
ら
同

様
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
21
年
度
か
ら
新
た
な
体

制
と
内
容
に
進
化
し
て
の
実
施
が
決
ま
っ

て
い
る
。

観測と啓発で火山防災
火山災害が多い中南米の国々に、日本の観測体制や

防災のノウハウを伝えてきたのが「火山防災能力強化」研修だ。
2009年から11年間続き、のべ100人近い研修員が参加してきた。

ザ
・研
修 
12

日
本
の
知
見
を
世
界
へ 

コスタリカ
コスタリカ大学 地学部火山学科教員・研究者
パウロ・ルイス・クビージョさん

エルサルバドル
ヘラルド・バリオス大学 研修所  所長
ディアナ・E・ヒメネス・Dさん

 Voices

北翔大学教育文化学部教育学科 教授
横山 光（よこやま・ひかる）さん

防災分野の専門家が連携を

コースリーダーの目

　20世紀、日本発祥の火山学は大きく進歩しました。火山観測所が世界
各地につくられ、過去のデータをもとにしたハザードマップ（被害予測地図）
も作成されました。噴火の被害はすぐにはなくなりませんでしたが、2000年
に有珠山が噴火したときには事前に住民全員が避難して、人的な被害はあ
りませんでした。日頃から火山観測と国や地域の防災対策が連携し、住民
への防災教育が長年行われていたからです。こうした日本の知見を中南米
諸国に伝えるのがこの研修です。
　火山防災にはさまざまな分野の専門家が関わります。そこでこの研修で
は自分の専門分野以外も広く学ぶことができるプログラムを作成。研修を
通して、専門や国を超えたつながりを育んでく
れました。
　私は1回目の研修からコースリーダーを務め
てきました。その間、親子2代で参加された方
もいましたし、防災についての国際会議では
多くの研修員と再会し、その後の活躍を知る
ことができました。今や日本が見習うべき取り
組みを行っている国もあるので、これからもお
たがいの防災力を高め合う関係づくりを続け
たいと考えています。

JICA北海道
（札幌）

研修コース 中南米地域  火山防災能力強化
受託機関 NPO 環境防災総合政策研究機構（CeMI）

■ JICAの研修とは ： 途上国の多様な分野の中核を担う人 を々招き、各国が必要とする知識や技術を学んでもらうもの。
 日本で行うものと日本以外の国で行うものとがある。

●これまでの参加国：エクアドル、エルサルバドル、グアテマラ、コスタリカ、コロンビア、チリ、ニカラグア、メキシコ、ペルー

研修で理解したのは、防災には明確
なコミュニケーションと信頼関係を
ベースとした専門家、住民、マスコミ、
行政間の連携が不可欠だということ。
また、火山と共生する日本の姿はとて
も心に響きました。帰国後は関係者
の連携を進め、地域全体でさらに活
発な防災活動を行っています。

この研修で
学べること

　活火山周辺の地域では火山が
教育にも生かされている。身近な
材料や器具を使って噴火や火砕
流の仕組みを学ぶ「キッチン火山
実験」など、子どもたちを対象にし
た教育プログラムに参加して、その
具体的な内容に触れた。

防災の教育現場で学ぶ
　2015年から中米6か国＊1を対象にしたJICAのBOSAIプロジェクト＊2に
帰国研修員が参加。「日本で学んだ火山防災の仕組みを自国に適用するア
イデアを出してくれました」と同プロジェクトの長期専門家、伊

い
良
ら
部
ぶ
秀
しゅう
輔
すけ
さん

は話す。「日本の火山防災協議会
の仕組みを自国に取り入れたり、研
修で使ったキットを利用して子ども
向けの火山防災教育活動を行った
りと、多くの研修員が積極的に防災
活動に取り組んでいます」。

帰国後、学校でキッチン火山実験に取り組んだ。

中米地域ではBOSAIプロジェクトと連携

2000年に噴火した有珠山の断層を観察。

上富良野小学校で児童たちと火山噴火実験を行う。

壮瞥町では有珠山について学ぶ子ども郷土史講座に参加し、ともに登頂した。

　2016年から講師として研修に関わり、19年度から岡田先生ととも
にコースリーダーを務めてきました。これまでの研修で火山研究と防災
行政の連携は進み、防災専門の省庁が設立された国もあり、一定の
成果が出ていると感じています。
　一方で、より強化が必要なのが住民への防災教育です。そこで小
学校や有珠山に近い壮

そう
瞥
べつ
町
ちょう
での防災教育プログラムなど、地域住民

の取り組みについて学ぶ機会を研修に加えました。それによって、研
修の最後にまとめるアクションプラン（帰国後に自分が行おうと考える
行動計画）が具体的なものになりました。帰国後に「防災のパンフレッ
トを作りました」「地域で火山実験教室を
やってみました」と報告があったときには、
研修の成果が出たとうれしく思いました。
　18年にグアテマラのフエゴ火山が噴
火したときには、予測や観測、避難や復
興住宅の調整などに帰国研修員が協力
し合って対応。多様な専門家が連携する
ことの大切さが伝わっていることを感じまし
た。

駒ケ岳山麓の砂防ダムを見学。

＊1 エルサルバドル、ホンジュラス、グアテマラ、ニカラグア、コスタリカ、パナマ。
＊2 中米広域防災能力向上プロジェクトフェーズ2（2015年7月～2020年6月）

＊3 洞爺湖有珠火山マイスター®。火
山の正しい知識や噴火の記憶・体験、
災害を減らす知恵などを自らの言葉で
語り継いでいくことができる人を火山マ
イスターとして認定している。

地域の防災力を高める

北海道大学名誉教授
岡田 弘（おかだ・ひろむ）さん

世界でも先進的な日本の火山防災のノウ
ハウや経験を学ぶために参加しました。研
修で驚いたのは、温泉や地熱などの火山
の恵みを観光や農業に生かし、火山と共
生する姿です。幼少時から火山を学び、防
災教育を受けているからこそなのですね。
今は、有珠山で知った「火山マイスター＊3」
制度を取り入れ、小学校の教員に火山研
修を行っています。

2627 September 2020September 2020



酷暑の日中を避け、早朝に陸上の練習に励む難民たち。制約の多い難民キャンプの生活において、
若者たちに活力を与えているのがスポーツだ。 地

球
ギ
ャラ
リ
ー
写
真・文
●
渋
谷
敦
志（
写
真
家
）

Republic of Kenya
［ケニア共和国］EARTH GALLERY　Vol.144

のすすめポジティブ 28



ユニフォームを着て得意のリフティングを披露するトムさん。

トムさん（左端）の兄弟で母親を囲む。

トムさんがカクマのサッカーチーム「カクマ・ユナイテッド」の
メンバーだったころ。同じページには姉のローズさんの写真も。

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）から支給された
ポリタンクを手に水くみに行く女性たち。

練習を終えた陸上選手たちを囲んで、体操を真似る子どもたち。
子どもたちにとってスポーツ選手は憧れの存在だ。

夕方、キャンプの一角でバスケットボールの練習をする難民たち。

トゥクルと呼ばれる伝統的な土壁の住居。

31 September 2020



ケニア共和国

　
今
年
2
月
、
ケ
ニ
ア
北
西
部
に
あ
る
南
ス
ー

ダ
ン
と
の
国
境
に
近
い
カ
ク
マ
キ
ャ
ン
プ
を
訪

れ
た
。
地
元
民
が
住
む
カ
ク
マ
タ
ウ
ン
と
難
民

が
住
む
カ
ク
マ
キ
ャ
ン
プ
を
分
け
る
タ
ラ
ッ
ク

川
が
1
月
に
増
水
し
、
キ
ャ
ン
プ
側
の
低
地
が

浸
水
し
た
と
聞
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
雨
季
が
終

わ
っ
た
2
月
は
水
な
し
川
で
、
干
上
が
っ
た
川

底
は
、
ト
ゥ
ル
カ
ナ
族
の
人
び
と
に
は
ヤ
ギ
の

放
牧
地
、
難
民
の
子
ど
も
た
ち
に
は
サ
ッ
カ
ー

場
と
な
っ
て
い
た
。
カ
ク
マ
キ
ャ
ン
プ
の
古
い

地
区
の
目
抜
き
通
り
に
は
、
数
多
く
の
商
店
が

軒
を
連
ね
る
。
バ
イ
ク
や
車
が
行
き
交
う
喧
騒

は
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
よ
り
は
も
は
や
町

だ
。
そ
れ
が
カ
ク
マ
の
第
一
印
象
だ
っ
た
。

　
カ
ク
マ
に
〝
難
〞
を
し
の
ぐ
避
難
所
が
で
き

た
の
は
1
9
9
2
年
。
ス
ー
ダ
ン
南
部
（
現
在

の
南
ス
ー
ダ
ン
）
で
暴
力
や
迫
害
を
受
け
た
人

び
と
が
、
ケ
ニ
ア
側
に
越
境
し
て
き
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。
い
ま
で
は
南
ス
ー
ダ
ン
、
コ
ン

ゴ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ウ
ガ
ン
ダ
な

ど
19
も
の
国
籍
の
人
た
ち
が
交
じ
り
合
う
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
な
場
所
だ
が
、
カ
ク
マ
の
人
口
約

20
万
で
多
数
を
占
め
る
の
は
、
い
ま
も
南
ス
ー

ダ
ン
か
ら
の
難
民
だ
。

 

〝
世
界
で
一
番
新
し
い
国
〞
南
ス
ー
ダ
ン
を
こ

の
目
で
確
か
め
よ
う
と
2
0
1
3
年
に
訪
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
ス
ー
ダ
ン
か
ら
独
立
し
た
の
は

11
年
で
、
首
都
ジ
ュ
バ
に
は
長
年
の
戦
争
で
荒

廃
し
た
国
土
を
復
興
す
る
槌つ

ち

音お
と

が
響
い
て
い
た
。

そ
ん
な
平
和
も
つ
か
の
間
、
13
年
末
に
反
政
府

勢
力
と
の
間
で
戦
闘
が
再
燃
。
17
年
に
は
北
部

地
域
が
飢
饉
に
陥
り
、
約
4
0
0
万
人
が
家
を

追
わ
れ
て
国
内
外
へ
逃
れ
た
。
帰
還
で
き
る
見

通
し
は
立
た
ず
、
一
時
的
な
は
ず
だ
っ
た
避
難

生
活
が
4
半
世
紀
以
上
に
お
よ
ぶ
人
も
多
い
。

カ
ク
マ
で
生
ま
れ
育
っ
た
第
2
、
第
3
世
代
は

母
国
を
知
ら
ず
、
ど
こ
の
出
身
か
も
曖
昧
な
ま

ま
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
に
悩
む
者
も

い
る
と
い
う
。

 

「
カ
ク
マ
の
意
味
は
、
n
o
w
h
e
r
e
（
ど

こ
で
も
な
い
場
所
）
な
の
で
す
。
ど
こ
で
も
な

い
場
所
だ
け
ど
、
私
に
は
h
o
m
e
（
ふ
る

さ
と
）
で
す
」
と
言
っ
た
の
は
南
ス
ー
ダ
ン
難

民
の
ト
ム
さ
ん
だ
。
彼
が
幼
い
こ
ろ
村
が
何
者

か
に
襲
撃
さ
れ
、
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
カ
ク
マ

に
逃
れ
て
き
た
の
が
2
0
0
2
年
。
以
来
、
両

親
と
兄
弟
の
9
人
で
カ
ク
マ
に
住
む
。

 

「
こ
こ
で
歳
を
と
る
の
を
待
つ
の
は
つ
ら
い
。

将
来
に
希
望
や
夢
を
持
つ
の
は
簡
単
じ
ゃ
な
い
。

で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ
が
重
要
」。

ト
ム
さ
ん
に
か
ぎ
ら
ず
、
カ
ク
マ
の
若
者
か
ら

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
言
葉
を
何
度
か
耳
に

し
た
。「
強
が
り
で
は
な
く
、本
当
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
つ
い
尋
ね
る
と
、

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
態
度
を
持
つ
こ
と
で
私
た
ち

の
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
」
と
言
う
。
実
は
そ
の

言
葉
に
は
少
し
胸
が
痛
か
っ
た
。
こ
ち
ら
側
の

意
識
に
潜
む
難
民
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
視
点
の

裏
返
し
に
思
え
た
か
ら
だ
。
今
も
原
稿
を
書
き

な
が
ら
、
そ
の
言
葉
を
反は

ん

芻す
う

す
る
。

　
土
壁
に
草
葺ぶ

き
屋
根
の
ト
ゥ
ク
ル
と
い
う
伝

統
的
な
住
居
を
外
で
撮
影
し
て
い
る
と
、
サ
ッ

渋
谷
敦
志（
し
ぶ
や・あ
つ
し
）

写
真
家
、フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
、

英
国b��z�� Y

���{}{ �| f������}

卒
業
。世
界
中
の
紛
争
や
災
害
、

貧
困
、人
権
の
問
題
を
写
真
と
言
葉
で
伝
え
て
い
る
。東
京
在
住
。近

著
に『
み
ん
な
た
い
せ
つ　
世
界
人
権
宣
言
の
絵
本
』（
岩
崎
書
店
）、

『
ま
な
ざ
し
が
出
会
う
場
所
へ
│
越
境
す
る
写
真
家
と
し
て
生
き
る
』

（
新
泉
社
）が
あ
る
。

カ
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
た
ト
ム
さ
ん

が
出
て
き
て
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
。
見
事

な
ボ
ー
ル
さ
ば
き
に
近
所
の
子
ど
も
た
ち
は
大

は
し
ゃ
ぎ
だ
。
難
民
と
い
う
足
か
せ
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
自
分
が
な
に
か
を
で
き
る
人
間
で

あ
る
こ
と
を
見
せ
る
、
そ
ん
な
意
気
込
み
を
写

真
に
収
め
よ
う
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

　
彼
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
は
、
姉
の
ロ
ー
ズ
さ
ん

の
影
響
も
大
き
い
に
違
い
な
い
。
ロ
ー
ズ
さ
ん

は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
陸
上
女
子

8
0
0
メ
ー
ト
ル
に
難
民
選
手
団
の
一
員
と
し

て
出
場
し
て
い
る
。彼
女
と
は
、リ
フ
ト
バ
レ
ー

州
の
高
地
イ
テ
ン
で
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
他

の
選
手
と
合
宿
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
東
京
五

輪
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
た
。
ひ
た
す

ら
前
へ
。
何
か
を
追
い
求
め
て
走
る
彼
女
の
姿

は
、
ま
さ
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
の
象
徴
だ
っ
た
。

 

「
次
は
東
京
で
」
と
言
っ
て
別
れ
た
後
、
世
界

は
ま
た
た
く
ま
に
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
五

輪
は
延
期
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
ロ
ー
ズ
さ
ん

は
あ
き
ら
め
な
い
。
カ
ク
マ
で
の
練
習
の
様
子

を
S
N
S
で
発
信
す
る
。「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考

え
、
ス
テ
イ・
ス
ト
ロ
ン
グ
で
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
は
私
に
と
っ
て
す
べ
て
で
あ
り
、
世
界
中
の
難

民
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
す
」。

左 ： ローズさんとともに練習に励む選手たち。右 ： マラソンキャンプの合宿所。

取材協力 ： UNHCRケニア、国連UNHCR協会

標高２,４００メートルの高地イテン。
眼下にアフリカ大地溝帯が横たわる。

イテンのトラックで走るローズ・ナティケ・ロコニエンさん（右）。
リオ五輪の陸上女子８００メートルに難民選手団として出場し、

開会式では旗手も務めた。
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　近年、災害が激
げき
甚
じん
化しており、災害疫学

研究所（CRED）の統計によれば、毎年自然
災害で約2億人が被災しています。その約9
割は洪水や干ばつによる被災者で、また8割
がアジアに集中。経済的な損失は約1,400
億ドル（約15兆円）にも上っています。長年
開発してきた道路や河川などのインフラ整備
や、まちづくりの努力が、自然災害により一瞬
で水泡に帰してしまうことも珍しくありません。
　そこで重要なのが「防災の主流化」という
考え方です。防災の主流化とは、①防災を
政策の優先課題に位置づける、②あらゆる
開発の政策・計画に防災の視点を取り入れ
る、③防災への投資（事前防災投資）を拡

大するという三つの概念から成り立っていま
す。災害被害を減らして持続的に成長するた
めには、世界各国が防災の主流化に取り組
む必要があります。
　防災の主流化のなかでも重要視されてい
るのが、事前防災投資です。災害に強いイ
ンフラなどを事前に整備することで、命や街
を守り、地域の安定した経済成長を支えます。
洪水など発生頻度の高い災害では、事前に
防災投資を行うことで、そのコストより大きな
被害を回避できます。世界銀行によれば、途
上国における災害に強いインフラへの1ドル
の投資が、4ドルの便益を生み出すといわれ
ています。

多くの国で防災が
政策の主要な柱となっている。
防災分野で日本が行う国際協力と
ICT（情報通信技術）の
活用について紹介する。

今月のテーマ

知っておきたい
国際協力㉔

教えて! 外務省

近年、災害が激甚化しており、
人的にも経済的にも、
被害の規模が大きくなっているからです。1

答えてくれた
人

外務省 国際協力局
地球規模課題総括課 課長補佐
大嶋一範（おおしま・かずのり）さん
2006年国土交通省入省。道路局、大臣官房、
近畿地方整備局、国土技術政策総合研究所
などで勤務。19年から現職。防災および水・衛
生分野を担当。

人々の命を守ることにつながる
予報や予測に活用されます。3

ICTは防災にどう活用されるの？3

なぜ防災が
政策の柱になっているの？1

外務省ODA
広報キャラクター
ODAマン

©DLE

防
災
の
主
流
化
と
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用

　世界に防災の考え方が広がる中で注目さ
れているのが、防災分野での ICTの活用です。
　たとえば気象予測は、スーパーコンピュー
ターや気象衛星の性能アップ、最新のデー
タ解析などにより予測精度が年々向上してい
ます。その結果、豪雨が予測されるときには、
いち早く情報を出して避難を促すことができる
ようになりました。また普段から災害発生時
の避難の意識を持つために、地理空間情報
を用いてハザードマップ（被害予測地図）も
作成しています。
　地震や津波に関しても分析・解析のデジ
タル化が進み、発令する緊急地震速報や津
波警報の精度が高くなっています。これによ
り地震到達前の身を守る行動や、津波到達
前の避難が可能になっています。

　こうした日本の技術は、同じように洪水や
地震、津波の被害が多いアジア地域では特
に必要とされており、JICAを通して、津波予測
や気象予測の高度化を目指した事業を途上
国で行っています。
　ただICTの活用をもって途上国に協力する
場合には、災害の研究や精度の高い予測を
行うだけでは十分ではなく、その技術によって
得られた情報を的確に多くの人に伝え、事前
の備えや避難につなげることが重要です。大
雨が降っても、多くの人は「これまで災害が
発生したことがないから今回も大丈夫」と思
いがちです。災害は、いつ、どこで発生するか
わかりません。備えや避難という一人ひとりの
防災や減災の意識を高めることも必要です。
　さらに重要なのは、事前防災投資にICTを

2019年9月、北海道札幌市で開催された「『世界津波の日』
2019高校生サミットin北海道」には日本を含む44か国の高
校生約400人が参加した。日本の津波の歴史や防災・減災
について学ぶスタディツアーや、テーマごとの分科会が行わ
れた（写真提供 ： 北海道庁）。

ODA（政府開発援助）を用いた途上国への
インフラ支援や、各国の防災計画の立案指導など、
積極的に取り組んでいます。2

防災分野で日本は
どんな国際協力を行っているの？2

　地震、津波、豪雨、洪水、台風、噴火など、
日本は昔から数々の自然災害を経験しながら
も、その被害から復旧・復興を果たしてきまし
た。その経験や知見を他の国と共有し、少し
でも被害を減らしたいという思いから、日本は
防災分野での国際協力に取り組んでいます。
　たとえば、東日本大震災で甚大な津波の
被害にあった仙台で、2015年3月に「第3
回国連防災世界会議」を開催。日本が主張
する事前防災投資の重要性やよりよい復興
などが盛り込まれた「仙台防災枠組2015-
2030」が採択され、これが現在でも防災の
国際的指針となっています。
　また同年12月の国連総会では、津波に対
する意識啓発のために11月5日を「世界津
波の日」とすることを日本が各国に呼びかけ、
全会一致で採択されました。これを契機に各
国の高校生を日本に招き、津波について考

える「『世界津波の日』高校生サミット」など
の関連行事を実施しています。
　2019年のG20大阪サミットの際には、安
倍総理が「仙台防災協力イニシアティブ・
フェーズ2」を発表し、19年から22年までの4
年間で、洪水を防ぐ堤防建設などを通して、約
500万人を支援することを盛り込んでいます。

活用することです。避難行動で人的被害は
軽減されますが、それだけでは経済的な損失
は軽減できません。過去の災害情報をデータ
ベース化すれば、どこで洪水が起こりやすい
のか、どこに地震の断層があるのか、またそれ
らの災害がどの程度の被害をもたらすのかを
予測することができます。その結果に基づき、
どこにどの程度の投資が必要なのかを見極
め、防災への適切な事前投資を行うことで、
人的な損害だけでなく、経済的な損失を軽減
させる根本的な災害リスク削減にもつなげる
ことが可能となります。
　事前防災投資のために最新の ICTを積極
的に取り入れ、効果的に災害被害を減らす
ことのできる取り組みを進めていきたいと考え
ます。

多くの国が
防災に力を
入れているね

左上 ： チリを対象にしたJICAの「災害リスク軽減のためのONEMI（Oficina Nacional de Emergencia 
del Ministerio del Interior y Seguridad Pública）組織強化プロジェクト」で、ONEMIの職員や地方自
治体の職員たちが日本での研修に参加。地方での防災計画を策定するための演習を行った。
左下 ： インドネシアの防災関係の行政官を対象に実施されたJICAの「国家防災庁および地方防災
局の災害対応能力強化プロジェクト」。過去の災害履歴を地図上に記して確認する。

©DLE

右上・右下  ： ニカラグアでは津波防災の能力強化を目的
に、JICAの「中米津波警報センター能力強化プロジェクト
（CATAC）」が実施された。津波の際の標準的な手順につい
て活発な議論が行われた中南米地域津波ワークショップ。
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9月19日（土）
パラオの環境事情を知ろう

なごや地球ひろば（オンライン）

　太平洋に位置する島国のパラオは世界有数
の珊瑚礁に囲まれ、その美しい自然を守るため
に国民一人ひとりが環境に対して高い意識を
持っているという。JICA中部オフィシャルサポー
ターの空木マイカさんが、取材で当地を訪れた
際に見てきたことをパネル展の内容と併せて紹
介する。パラオの子どもたちに環境教育を行っ
ていたJICA海外協力隊も迎え、現地の様子
や環境事情について、小学生と一般向けの二
部構成で語る。

10月3日（土） 家にいながら世界の話を聞こう！
JICA埼玉デスク（オンライン）

本の新着情報

　2013年にユニセフの職員としてアフリカのルワンダ
に赴任した筆者は、当地に小さな子どもの発達をうなが
す幼稚園が圧倒的に不足していることを知る。本書は、
ルワンダの子どもたちの知育のためにラジオ番組を作っ
た過程をつづったもの。現地でサッカーの生中継よりも
高い人気をほこるまでに成功したプロジェクトにまつわる
筆者の思いが、小学生にも読めるようやさしく書かれてい

る。ちなみに筆者は2019年よりJICA専門家として人
材育成事業に携わっていた。

●『希望、きこえる？ 
　 ルワンダのラジオに子どもの歌が流れた日』
榮谷明子 著／汐文社
1,500円（税別）

『希望、きこえる?
  ルワンダのラジオに子どもの歌が流れた日』

　本書はSDGsの目標達成に向けて、自治
体がSDGsを上手に活用して施策につなげ
る方法をまとめた一冊。四つの項目に分け、
SDGsの基礎知識から、地域づくりに役立つ
ワークショップのノウハウなど最新の事例を取
り上げている。神奈川県大和市の元職員だっ

た著者が、現場に寄り添った視点でイラストを
加えながらわかりやすく解説する。

●『SDGs×自治体 実践ガイドブック
  　現場で活かせる知識と手法』
高木 超 著／学芸出版社
2,200円（税別）

映画の新着情報

＊新型コロナウイルスなどの影響により、イベントの中止や映画の公開延期等の可能性があります。事前に公式サイトなどをご確認ください。

　JICA海外協力隊員の経験談や、
任期終了後に現在どのような活動を
行っているかを聞くオンラインイベント
を開催する。第3回となる今回は、
日本とSDGsの視点をサブテーマと
し、職種が異なる3人が国際協力の
具体的な実践法を語る。

　世界には、貧困などの理由から家族や兄弟を支え
るために学校に行かせてもらえず、家事や労働をして
いる女の子たちがいる。本書は、そんな女の子たち
が直面している問題に焦点をあて、女の子の身近に
いる男の子たちに向けた言葉をシンプルな文章で書
きあらわした写真絵本。さまざまな問題を抱えながら

も、笑顔を向ける子どもたちの写真から、すべての人
間が同じ権利を持ち、誰もが幸せに生きるためにどう
したらよいかを読み手に問いかける。

●『男の子でもできること みんなの未来とねがい』
国際NGOプラン・インターナショナル 文、
金原瑞人 訳／西村書店
1,600円（税別）

『男の子でもできること  みんなの未来とねがい』

『ヴィタリナ』
　主人公のヴィタリナは、出稼ぎに行っ
たままだった夫が死んだことを知らされ
てアフリカのカーボベルデからポルトガ
ルの首都リスボンにやって来るが、夫
はすでに埋葬された後だった。移民たち
が多く暮らすこの街で、彼女は亡き夫
の痕跡を探すかのように夫の部屋に住
むことを決意する。夫を亡くした妻の視
点から、移民労働者たちの現実と女性
の苛酷な人生を描いた本作は、リスボ
ンで多くの女性たちの共感を呼び、公
開わずか1か月で2万人を動員するヒッ
トを記録した。

●『ヴィタリナ』
2019年／ポルトガル／130分／
監督：ペドロ・コスタ
配給：シネマトリックス
9月上旬よりユーロスペースほか
全国で順次公開。

詳細はこちら

世界を語る帰国報告会
JICA関西（オンライン）

　JICA関西が海外協力隊員の帰国報告会
をオンラインで開催する。医療や教育、農業
などさまざまな分野で活動した隊員たちが参
加。派遣国と日本の文化の違いや現地での
活動内容のほか、成功体験だけではなく、挫
折や葛藤など本音を聞くことができる。参加す
る隊員の詳細は後日ウェブサイトで公開予定。

前回の報告会に参加した、ガーナで障害児支援を行った隊員。

9月25日（金）、10月2日（金）
●帰国報告会
日時 ： 第一回 2020年9月25日（金）15:00～18:15
  第二回 2020年10月2日（金）18:00～21:15
会場 ： オンライン上（Zoom使用）

参加費無料、要事前申し込み。
詳細はJICA関西まで。

9月24日（木）SDGs×企業×NGO
JICA沖縄

　JICA沖縄とNPO法人レキオウィング
スが、NGOと企業に向けてSDGs推進と
沖縄の地域おこしを目的としたセミナーを
開催している。NGOと企業、それぞれの
強みや課題、ニーズを共有し、協働による
事業形成を行っていく。2019年10月より
実施していたプログラムだが、コロナ禍の
影響もふまえた内容に再編されている。

●おきなわSDGs国際協力ネットワーク形成プログラム
　～国際協力に向けた企業×NGOの連携～
日時 ： 2020年9月24日（木）14:00～18:00
会場 ： JICA沖縄
 沖縄県浦添市字前田1143-1 
 ニライホール3階多目的室

参加費無料、要事前申し込み。
詳細はJICA沖縄まで。

 申し込み、
詳細はこちら

●世界の今どうなってるの？～日本とSDGs～
日時 ： 2020年10月3日（土）
 19:00～20:30（最終21:00）
会場 ： オンライン上（Zoom使用）

参加費無料、要事前申し込み。
詳細はJICA埼玉デスクまで。

読者
プレゼント
詳細は
p.38へ

読者
プレゼント
詳細は
p.38へ

『SDGs×自治体 実践ガイドブック
  現場で活かせる知識と手法』

●パネル展「新しい世界のヒントを求めて
　～環境大国パラオのきおく～」連動イベント
日時 ：2020年9月19日（土）
 第一部 11:00～12:00（小学生向け）
 第二部 13:00～14:30（一般向け）

会場：オンライン上（Zoom使用）

参加費無料、要事前申し込み。
詳細はなごや地球ひろばまで。

 申し込み、
詳細はこちら

読者
プレゼント
詳細は
p.38へ

 申し込み、
詳細はこちら
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こ
の
広
報
誌
で
「
技
術
革
新
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
を
扱
っ
た

特
集
が
登
場
し
た
の
は
�
�
�
�
年
ご
ろ
と
、
約
20
年
前
。「
科
学
技

術
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
�
�
�
�
年
と
約
10
年
前
。
そ
し
て
今
回

「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
%
9
）」
と
い
う
言
葉

に
初
め
て
向
き
合
い
ま
し
た
。
10
年
ご
と
に
大
き
く
デ
ジ
タ
ル
技
術
が

進
化
し
て
い
る
と
い
う
言
い
方
は
も
ち
ろ
ん
拙
速
で
す
。
た
だ
、
ア
ナ

ロ
グ
派
を
自
認
す
る
私
で
さ
え
、
こ
こ
数
十
年
で
電
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り
、
途
上
国
で
も
水
は
な
く
て
も

携
帯
電
話
は
み
ん
な
が
持
つ
よ
う
に
な
る
な
ど
、
社
会
の
変
化
を
実
感

し
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
下
で
の
対
応
と
相
関
す
る
よ
う
に
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
可
能
性
が
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
ん

な
折
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
中
に
視
聴
し
た
の
が
地
球
の
歴
史
を
解
説
し
た

動
画
。
文
部
科
学
省
の
補
助
金
で
東
京
工
業
大
学
な
ど
が
研
究
し
た
仮

説
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
地
球
の
生
成
で
動
画
の
ほ

ぼ
半
分
が
費
や
さ
れ
、
よ
う
や
く
生
命
に
結
び
つ
く
元
素
な
ど
が
発
生

し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
生
物
と
な
る
ま
で
、
滅
び
と
生
き
残
り
の
積
み
重

な
る
時
間
の
長
い
こ
と
。
そ
し
て
よ
う
や
く
わ
れ
わ
れ
人
類
に
至
る
ま

で
に
く
り
返
さ
れ
る
変
異
と
順
応
の
歴
史
に
た
ど
り
つ
き
ま
す
。
し
か

し
、
数
千
年
の
人
類
の
歴
史
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、
"
*
の

登
場
か
ら
物
理
的
な
地
球
の
最
期
も
ま
た
、
こ
の
時
の
流
れ
に
お
い
て

は
け
っ
し
て
長
い
印
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
緒
に
見
て
い
た

中
学
生
の
娘
は
「
な
ん
だ
か
今
夜
は
眠
れ
な
そ
う
」
と
こ
ぼ
し
て
い
ま

し
た
が
、
私
も
人
類
の
登
場
前
後
に
起
き
た
進
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

思
い
、
こ
れ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
が
い
ざ
な
う
近
未
来
と
の
時
間
軸
の
差
に
、

不
思
議
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　
%
9
が
そ
ん
な
地
球
の
歴
史
で
何
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

科
学
技
術
の
日
進
月
歩
は
、
自
動
運
転
や
7
3
な
ど
、
あ
る
時
ま
で
は

人
間
の
想
像
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
す
が
、
あ
る
時
か
ら
は
"
*
が

指
数
関
数
的
に
飛
躍
さ
せ
る
時
代
と
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

と
き
、
人
間
が
選
択
し
つ
づ
け
た
結
果
で
も
あ
る
世
界
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
人
間
が
想
像
し
た
も
の
は
人
間
が
必
ず
実
現
で
き
る
」
と
は
フ
ラ
ン

ス
人
作
家
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
言
葉
で
す
。
何
の
た
め
の
%
9
な

の
か
、
ど
ん
な
未
来
を
見
た
い
の
か
。
こ
の
号
が
、
み
な
さ
ん
を
そ
ん

な
想
像
へ
い
ざ
な
う
助
け
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

�

広
報
室
広
報
課
　
北
川
澄
恵

広
報
室
か
ら

◎応募締め切り 2020年10月15日

［2020年9月号のプレゼント］

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでもご覧になれます。
https://www.jica.go.jp/publication/mundi

定期送本の
ご案内

次号予告（2020年10月1日発行予定）

10月号 特集  中南米
　日本から見て地球の反対側にあり、地理的には遠い中南米諸国ですが、そこには
世界最大の日系社会が存在しています。その歴史をふり返るとともに、日本と中南米
諸国の日系社会が協力し、さまざまな取り組みを行う姿を紹介します。

●申し込み方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希
望の送本期間・送付開始月号を明記のうえ、所定の
金額（送料＋手数料）を郵便局でお支払いください。
入金の確認後、発送の手配をいたします。入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なり 
　ますので『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。

書籍
 『希望、きこえる? 
ルワンダのラジオに
子どもの歌が流れた日』
榮谷明子 著／汐文社
1名様

1

書籍
 『SDGs×自治体 実践ガイドブック 
  現場で活かせる知識と手法』
高木 超 著／学芸出版社
1 名様

2

書籍
 『男の子でもできること 

  みんなの未来とねがい』
国際NGOプラン・インターナショナル 文、

金原瑞人 訳／西村書店
1 名様

3
JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。
また、こんな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せくだ
さい。お寄せくださった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げま
す。下記項目をお書き添えのうえ、巻末のアンケートはがき、Eメー
ル、またはファクスでお送りください。
●氏名  ●住所  ●電話番号  ●年齢  ●性別（自由回答）  ●職
業  ●本誌を入手した場所  ●面白かった記事  ●本誌へのご意
見・ご感想  ●JICAへのご意見・ご質問  ●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載す
る場合があります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報
は、プレゼントの発送および誌面の向上に役立てること以外の目的で使
用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

アンケートのお願い プレゼント
付き

SEPTEMBER 2020 No. 84
編集・発行：独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency（JICA）
〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25
二番町センタービル
Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp
URL：https://www.jica.go.jp/

制作協力：株式会社 木楽舎
〒104-0044　東京都中央区明石町 11-15
ミキジ明石町ビル 6F 『mundi』編集部
TEL：03-3524-9572　Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp

●アンケートの送付、定期送本、バックナンバーの取り寄せ
　に関するお問い合わせは木楽舎までお寄せください。
●本誌掲載の記事、写真、イラストなどの
　無断転載を禁じます。

mundi
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子どものメンタルケア
震災の経験で得た教訓を世界に発信

 JICAのニュース&トピックスをもっと読みたい方はアクセス！
https://www.jica.go.jp/information/index.html

JICA PRESS September  2020

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、子
ど

も
た
ち
の
生
活
に
も
大
き
な

変
化
が
生
じ
て
い
る
。
漫
画

家
の
井
上
き
み
ど
り
さ
ん
は

�
�
�
�
年
の
東
日
本
大

震
災
の
実
体
験
や
被
災
地
の

取
材
な
ど
を
も
と
に
、子
ど

も
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

の
助
言
を
、イ
ラ
ス
ト
と
短
い

文
章
に
ま
と
め
て
4
/
4
で

公
開
し
た
。

　
こ
れ
を
見
た
+
*
$
"
タ

イ
事
務
所
の
職
員
が
、井
上

さ
ん
の
承
諾
を
得
て
タ
イ
語

に
翻
訳
。タ
イ
で
も
4
月
か

ら
学
校
や
公
園
が
閉
鎖
さ
れ

て
お
り
、こ
の
イ
ラ
ス
ト
を

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
拡
散
し
た

と
こ
ろ
タ
イ
国
内
で
大
き
な

反
響
を
得
た
。
他
国
の
事
務

所
も
こ
れ
に
続
き
、
今
で
は

33
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
35
カ

国
に
広
ま
り
、
+
*
$
"
筑

波
な
ど
日
本
国
内
の
各
拠
点

で
も
掲
示
し
た
。

　
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は

世
界
共
通
の
課
題
だ
。「
子

ど
も
は
元
気
そ
う
に
見
え
て

も
、言
葉
に
で
き
な
い
不
安
を

抱
え
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
下
の

現
状
が
震
災
後
の
被
災
地
と

重
な
っ
た
」と
語
る
井
上
さ
ん
。

　
モ
ル
デ
ィ
ブ
で
は
こ
の
イ
ラ

ス
ト
が
全
学
校
に
配
布
さ
れ

た
ほ
か
、ウ
ガ
ン
ダ
で
は
政
府

が
動
画
を
作
成
し
て
配
信
、

ま
た
メ
キ
シ
コ
で
は
掲
載
し
た

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
4
万
回
以

上
の
閲
覧
が
あ
る
な
ど
、現

在
も
世
界
各
地
で
共
感
が
広

がって
い
る
。

JICA HEADLINE NEWS
│8月17日│  モーリシャス  油流出事故に対する国際緊急援助隊・専門家チーム二次隊派遣
 同国沿岸で座礁した日本の貨物船事故に、10日に出発した一次隊に続き、支援活動。

│8月11日│  セルビア  持続可能な環境に優しい公共交通プロジェクトの開始
 日本式の鉄道運行マネジメント体制導入も生かした技術協力プロジェクト。

│8月 3日│  インドネシア  新型コロナウイルス感染症対応のための貸付契約に調印
 円借款による財政支援で、経済活動の維持、社会的弱者の保護、保健医療体制の強化に協力。

母国に帰れない研修員に寄り添う支援ニュース深掘り ！
　

+
*
$
"
筑
波
で
は
、毎
年
多
く
の
研
修
員
た
ち

が
自
国
の
発
展
の
た
め
に
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
来
日
し
て
い
る
研

修
員
は
少
な
く
、ま
た
研
修
終
了
後
も
当
初
の
予
定

通
り
に
は
帰
国
で
き
な
い
研
修
員
も
い
ま
す
。彼
ら
は

外
出
自
粛
な
ど
の
生
活
上
の
制
限
や
母
国
語
の
情
報

不
足
、自
身
の
健
康
も
心
配
な
な
か
で
、家
族
に
会
え

な
い
寂
し
さ
な
ど
多
く
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
ま
す
。私
た
ち
は
そ
ん
な
研
修
員
に
、感
染
予
防
策

や
公
的
機
関
が
発
信
す
る
情
報
を
英
語
で
伝
え
た
り
、

ス
ト
レ
ス
緩
和
の
た
め
の
臨
床
心
理
士
を
招
い
た
講
座
、

感
染
予
防
策
を
取
っ
た
う
え
で
県
内
の
学
校
を
訪
問

し
て
交
流
す
る
機
会
な
ど
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
+
*
$
"
職
員
や
専
門
家
の
現
地
渡

航
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、日
本

で
得
た
知
識
や
経
験
を
母
国
へ
伝
え
る
研
修
員
は
、途

上
国
の
開
発
に一層
重
要
な
役
割
を
果
た
す
貴
重
な
存

在
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。そ
の一助
と

な
る
よ
う
、
同
じ
く
日
本
国
内
に
待
機
中
の

+
*
$
"
専
門
家
と
意
見
交
換
を
す
る
場
を
設
け
、

技
術
的
な
助
言
を
得
る
な
ど
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。日
々
刻
々
と
変
化
す
る
状

況
で
す
が
、外
国
に
い
る
不
安
の
な
か
で
過
ご
す
彼
ら

に
寄
り
沿
い
な
が
ら
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

創立40周年を迎えたJICA
筑波で研修事業に取り組
む。夏季期間はクールビ
ズの一環でスタッフや研
修員が個性豊かな民族
衣装を着用。

JICA筑波 
研修業務課

西岡美紀さん（右）
にしおか・みき

野村 岬さん（左）
のむら・みさき

「子どもの前で大人が報道を見るときのリアクションに注意する」といった助言が描
かれたイラスト。研修員からは「母国の家族ともよく新型コロナのことを話す。家族に
もこのイラストを見せたい」との声が聞かれた。（写真はJICA筑波）
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タンリン工科大学の学生と佐藤さん（右下）。授業には300人もの学生が出席する。

8．働きがいも 経済成長も
9．産業と技術革新の基盤をつくろう

「わたしが見つけたSDGs」に写真と文章をお寄せください。貧困や気候変動、格差ほか、いま世界が直面
している課題やその解決に向けた取り組みのエピソードなど、SDGsの17の目標を身近に感じられる作
品をお寄せください。
応募要項：写真1点（ご自身が撮影されたもの）、文字原稿400字以内。
＊写真内の被写体に関する肖像権およびその他の権利は、投稿者の責任において被写体や権利保持者
の承諾を得るなど必要な措置をとったうえでご応募ください。

ご応募・お問い合わせ先▶ML_JICAPR@jica.go.jp（『mundi』編集部宛て）

あなたの投稿をお待ちしています！
持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: 
SDGs）は「誰一人取り残さない」をスローガンに、格差や
貧困、環境破壊など世界が直面している問題の根本的
な解決を目指す17分野の国際目標。

SDGsとは

持続可能な開発目標（SDGs）と
JICAの取り組み

わた
しが見つけた
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ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ
ン
で
通
勤
バ
ス
を
待
っ

て
い
る
と
、
教
え
子
か
ら
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

「
先
生
� 

日
本
企
業
に
就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
�
」

　
私
は
、
就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
学

生
に
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

タ
ン
リ
ン
工
科
大
学
で
*
5
指
導
を
行
っ
て
い
た
。

教
え
る
前
は
低
い
と
思
っ
て
い
た
学
生
の
*
5
レ

ベ
ル
は
、
実
際
に
授
業
を
行
っ
て
み
る
と
違
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
就
職
に
必
要
な
基
本
的
な
レ

ベ
ル
の
*
5
ス
キ
ル
が
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
大
学

生
は
卒
業
後
に
就
職
難
に
直
面
す
る
の
か
。
学
生

と
対
話
す
る
な
か
で
見
つ
か
っ
た
課
題
は
、
彼
ら

が
就
職
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
知
ら
な
い
こ

と
だ
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
学
生
は
大
学
卒
業

ま
で
勉
強
に
専
念
し
、
就
職
活
動
は
卒
業
後
に
開

始
す
る
。日
本
の
よ
う
に
大
学
で
就
職
支
援
を
行
っ

て
い
な
い
の
だ
。

　
そ
こ
で
私
は
、
1
年
後
に
卒
業
を
む
か
え
る
学

生
に
「
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
」
を
開
き
、

履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け
方
な
ど
に
つ
い

て
教
え
る
こ
と
に
し
た
。
出
席
者
は
開
始
当
初
8

人
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
興
味
を

持
つ
学
生
が
増
え
て
5
回
目
に
は
�
�
�
人
を
超

え
た
。
ま
た
講
座
の
締
め
く
く
り
に
は
、
大
学
近

辺
に
あ
っ
た
日
系
企
業
の
協
力
を
得
て
、
企
業
説

明
会
や
新
卒
者
採
用
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結

果
、
日
系
企
業
に
就
職
す
る
学
生
が
次
々
と
増
え
て

い
っ
た
。

　
現
在
、
日
本
で
働
く
教
え
子
も
い
る
。「
日
本
で

*
5
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
、10
年
後
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
恩
返
し
し
ま
す
」
と
語
っ
て
い
た
。
教
え
子
た

ち
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
活
躍
す
る
日
が
楽
し
み
だ
。

今
月
の
投
稿（
文
と
写
真
）佐
藤
美
和
子
さ
ん

�
�
�
�
年
7
月
ま
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
タ
ン
リ
ン
工
科
大
学
で

+
*
$
"
海
外
協
力
隊
と
し
て
活
動
。地
元
宮
崎
を
離
れ
2
年
、大
学

で一
緒
に
働
く
現
地
の
教
員
や
学
生
と
、宮
崎
な
ま
り
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
語

を
駆
使
し
て
交
流
し
た
。


